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TＪ'1ｲjHj(又ｌｌｌ総iil（憶兀）ｲ１２１座ji.・lij01ｲiTi’六・lLjUl谷iill981８２８３８４８５８６ 49.448.354.049.949.747.843.3４１．３5,2476,9521,115１，１５３１，２９２１，５４６１，８４５２，３３１ ２，５９０３，３５７６０２５７５６４２７３９７９８９６３ 2,657
IlI11ili）ｌＩｌ家統計ｌＭｌＩｉ［1989］（)7311．liillt［1989］１１Ｍ．
率になっている。」|X人i「liで''１央と｣山ﾉﾉは81ｲｌｉ，８２ｲ'１の２ｲl11111l1央が地ﾌﾞﾉから
それぞれ70憶兀，４０億九の|('｢入れをしたが，その後は''１央と地力の11ｲ１Ｍ〔を調
節するとともに，’'１火はi/,〈字を地ﾉﾉ11ｲ政からＩｌＩｉｌ)るのではなく，銀行の当座
iii越によってファイナンスしている。
以上のように，財政，とりわけ''１ﾘﾋ財政はその|玉|比経済におけるlMiを著
しく低下させ，かつての''１|]:Ⅱけ政の特徴といわれた!l三雄処設型財政からi剛1i
lMIIｲ政へと変質しているといってよいであろう。しかし'''１題は第１に「放椛
繊利」によって，｜玉|氏経済のコントロール機能をＷＩ<ﾉにＭＩＩ的にも失ったに
もかかわらず，それにかわる調節機能をもつ装iililが木形成といわざるをえな
い。ここでは'１|他にしえないが，イi洲Ili'|皮やimi業機UMなどの調節機能が|幼い
ていないのである．第２のｌｌＩｌ題は，エネルギー源，交jl]n，１〕l〔材料.二[業などの
爪ﾉM建設や農業などの｣i醐朧業，インフラストラクチュア部''１１の盤IIliなどの
唾|家)竹政が111うべき社会投盗のｲ《足が激化していることである。エネルギー
交皿基金を作って対処はしているが，はるかに不｜･分であることはいうまで
もない，つまりこのような部''１１は，本来仮にTli助メカニズムによる査金配分
が行われたとしても，そのメカニズムでは洲幣できないもので､あり，この点
に11ｲ政の経済説１節作111があるのである。「改j1l1iloｲlij0l」のll1l1il財政は調節の
三ii役を下りて，次の主役，ili場メカニズムを育てぬまま，１１肋役としての役＃;'１
をも十分来たしていないといわなければならない。
234
表４１J!'家11ｲ政収支とその維移（』'1位：億〕C）
そのうちllillﾉﾘ公
|/ilIillDli券による
もの
総収入
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９１
］，Ｉ２１
ＬＩ()3
１，０８５
１，０９(）
１，１２４
１，２４９
１，５０２
１，８６６
２，２６０
２，３６８
２，５８８
１，１１１
１，２７４
１，２１２
１，１１５
１，１５３
１，２９３
１，５４６
１，８４５
２，３３１
２，４４９
２，６６８
０
１
７
５
９
３
４
１
１
０
０
－
７
２
２
２
４
４
２
７
８
８
訓
訓
一
一
一
一
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
０
０
０
艸
岨
佃
田
い
い
３
く
ｌ
く
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
１
１
１
３５
４３
７３
８４
７９
７７
９０
１３８
１７０
２６１
’1}所）’1;|家統iill,)編［1989］６５７，（)721〔、
２財政赤字の慢性化
’'１|迦'11ｲ政は雄|]!|以来11ｲ政収支の均imliを!'ｲ政政策の鋪１の原11'|として述営し
てきた。したがって，皿常は!'ｲ１８(赤字は''２じないのが杵jmであった。連ｲﾄﾞ財
政赤字であったのは，195811ﾐから61ｲ1Kまでの４年迎統，７４年から76ｲliまでの
３ｲ|ﾐ連続の２１Ⅱ|だけである。これは大WM進の失敗と|几|人ilillによる経済i1ililiLj0l
のりil象であった。ところが，衣４のように，経済改ｊＩＩＩｊ:が実質的にはじまった
79ｲ|皇から88ｲ|ﾐまでの10ｲIき'M1兄？１１にjlMi赤字が続いている。８５ｲ|えは211意の;１A字
となっているが，｜Jilli1ijlX入が総｣'１人の''１にj;[入されているので，その分を合
わせると，実質」は赤字とみてよいのである。これだけ赤字が継続すると，
すでに''１|玉|財政は赤!↑:をiMlみこんだIll政体Ilillとなっているとみてよいであろ
う。赤字の決済は79ｲli，８０ｲﾄﾞはそれ以iiiiの剰余とｉｉに銀行の貸越しによって
処､11された。ところがこの影;Ｗｌｌが物l111iIl勝i1tとして｣〔111れ，８０年の物Illli｣i昇率は
６％にのぼl)，それ以前20flillllほどほとんど物Illliが変わらなかった'１１|正|の
人々を雛かしたのであった。それにこりて，８１，８２ｲ'１はliii述したように，地
ﾉﾉｌ１ｲ政からの借金でファイナンスされたのである。ほぼ'771時に82ｲ|えからはlIl
Ii1iを発行することになったのである。岐初の３fIﾐｌｌＩ１はｲ'１額40ｲ意元で，企業・
Illil人に＃;''1)当てられ，「TlT1I1il1j化」されたといってよい。８５年にはさらにこ
れが60億元の水i((iにjiｳ大していった。８３ｲ|え以降のﾎﾟ１Ｍ字は111ぴ銀行貸越で処
１１Mされているといってよい。
節８章「改hIlIi:I()ｲＩｉｊ０ｌ」における'''１１;'11ｲ政の榊造２３５
１１ｲ政赤字は主にlllJulｲ政に生ずるのであるが，８８イドには，’'１火財政ばかり
でなく，’''三↓級の11ｲ政を含めた｣也力!'ｲlij(のバナ:化Ｍ化ているといわれる。
この11ｲ政赤字の要|火|は収入１｢Ii，文||Ⅱ(liの１，１１ｍからその分析が必要である。
収入1(liでは，寧学平は1986年の|ﾀﾞｌｌから次のように分析している。「11ｲ政赤
字のｌＭｉｌは企業の経済効柿が_け|しないことの総合１１<｣衣ﾘilである｡」「1986ｲｌｉ
の]PjXl:|人IllIl営]そ業企業のイ《変製,'｢,１，コストは6.6％_|ﾕﾀＩし，企業の火H1額は
65％増ﾉﾘllした。実MillilM1と税金は０２％低]､し，｜玉悩とイヤ作社の商業実りil利
ｉＭは19.5％低下し，ｉＷｉ１１１１１,流血費は(i5％１ｹ'し，供fi'i合作社の欠'1伽は
38.8％hWえ，タト賀企業の火１１伽は急激に１ｹ|した。企業の総済効益が低~ﾄﾞす
ると，1111:接財政収入のjml1に形料する｡」「86年の場合企業の減収と火}11額は
（１５）
合計82{意)Cに及んだと兄られる゜」
財政刊ljl1ｲ政科学{ｉ１１究)ﾘiの項鏡泉氏も1988ｲｌｉのケースについて次のように分
析している。「総文ｌＩＩ１が総収入より依然として大きく，１１ｲ政赤字は1987ｲliの
7959億元から8().49億几にj１Wえ，そのＭｒｲ'１より7()億〕[jの｜竹政債券を発行し，
実際赤字はかなり1ＷⅡＩした。’'１央11ｲ政がかな')大きな（}鷺であるばかりでな
く，地力||ｲ政Ｍｉ《字の地ﾉﾌﾞがhK1えている。企業の経済効袖が|(,|_こせず，イ《変
Iilli格による製品′|i産コストは87イド７％１ｹ|したが，また'2.3％_け'し，｜丞|家
（１０）
の11ｲﾙi(を人々('《]にi1Iik少させた｡」
１１ｲ政支'''１ｍで､は，大きな'''１越なのは後述するようなfHi鮒lillﾉﾉ金の｣(`１１人であ
る。「財政、杣のI111i格ﾄﾞiIi給金と企業火lⅢ||i給金は多年jiillえこそすれｉ１,１t少して
いない。（88年は)1987ｲＩｉの671031意)Cから762.78偲元へとＷＩｌ１し，すでに財
（１７）
政jlX人ﾙ鮒lの約30％を,'iめる｡」
このIllli格補給金はｉｉにIllli格改革を文持するためにとられたものであるとい
う意'|ﾉkでは，I111i格改〕'''1:を'''心としたﾙﾓ済改''''0:をｌｌＩｉ進するためのスタビライ
ザーとしての機能を来たしているとみることができる。
いずれにせよ，財政の赤字体質化は，’''１[|絲済が世ＩＹ１ｉｉＩ<ﾉなインフレ体質化
したことを示すものであＩ)，1988～89年のインフレの激化の三ｉｉ要を要'八|であ
るとはいえないが，淵ｲｌｉｉＩ<｣基盤をなしていることは(M;かて､あろう。
236
表５１玉|家Ⅱｲ放物IlIlilI11ilUj金 (111位：偲兀）
1９７８
９３．８６
８．４
【)５．６(）
3６．３１
１．５０
１９７９
１８０．７１
１６.イ
１３６．０２
７３．２８
６．３１
３．８８
３０．２２
４．５０
２１．７９
1９８５ １９８７
２９４．６０
３２．５
２ｲ４．３１
１７２．２３
２３．２０
１８．１６
５１．４４
７．８４
１０．５７
物I1IiiIlillD谷iil
llｲ政支'1}とのルド％
１．逆ザヤIlliDj金
食柵と１１１１
綿花
氏111イilX
lAMﾘ１１`Ｍ}菜
豚皮
２．農業2Ｍｔ文援の
農業/Ｍ１手段Ｉｉｌｉ肋
金
化学111U料
農１１１報１１１１
農lI17Eノノ
農111機械
３．外Ｈ輸入,'１，１，火ｌｌｌ
ｌｉｌｉＵＭｒ
食柵
綿花
化学'''1科
2４２．０７
２２．３
１７８．５６
１０８．０１
２１．８４
６．４７
２３．８６
８．６３
２０．４１
2９９．４７
１６．３
２７２．９２
２０１．８(）
２６．０４
１５．６８
１６．３４
７．０４
６．９６
2５７．４８
１１．８
２４３．８８
２０６．３９
１６．１４
１７．８５
４７．４８
９．２７
６．１５
９．５］
１．５９
２３．９１
３．５０
８．３４
６．１０
４．０２
１４．３５
２，２０
８．６１
６．１０
２．７８
２２．９０
２．８５
７．９５
６．５０
Ｌ５３
４３．１(）
１．４５
０．０２
５．００
１．５０
６．００
１３．３４
８．０８
５．２６
５．２１
４．６８
1７．５９
８．６４
８．９５
1７．６７
5．５０
６．３４
２．３９
1１．７６
５．６３
５．１２
2０．７６
１０．４２
９．８１
７．７
９．３７
｜l}所）Il1lj1絲済ｲ１１鑑綱#'１姿!i全編［1989］118頁．
３補助金財政
改?110:10ｲli期の'１１|正'11ｲ政の節３の特徴はﾄﾞiliIﾘﾉ金（Iilill1Ii）財政化である。実は
このﾈili助命は改fl[以iiiiから大きな比jiiを,'iめていたわけではない。表５にみ
られるように，1978ｲ'１には未だ#11Ⅲ金が約94｛意元で，１１ｲ政収入全体の8.4％
（18）
をIliめるだけであった。食粘!と食)U1illlに対するI111i格ﾈllillﾉﾉは60ｲｌｉにはじまった。
食粗・食Il1ilhの超過llili入に対して奨励力lliiI:を行い，その雌入Iilli格分は販売{111ｉ
格をリ|き」xげず，１吋政補lDjを行ったので､ある。
他力，｜Ａ１，，烏，リ'１，１１１f菜などのWli,'１i１，を紙↑)↑する|玉脳lWi店に対して，早くも
1950年代からﾄﾞ11i肋をｲ『っていた。豚，牛，羊，リ'1の|脳牝１１K光Illli格は|玉|家が
統一的にIli'１定し，111F菜は''１火の力針に雑づいて各地で決めていた。肉，リ'１，
烏を秤'''１(|<｣に経徴する食,l1iI1公ｉｒｌは，雌Ｍ<」には欠捌のことが多く，野菜公ｉＴｌ
系統も火lljが稗jmであった。｜;11|家はこれに対し，｜仮充{111i格をijlき_'２げるので
はなく，Ⅱｲ政ﾈ11imjで対応したのである。したがって78ｲ１１以iiiiには，食糀，食
Hlilll，lAI，為，リ''’1V菜の=iﾐ食と主要な1,ill食,ｌｉｉ１１に対して，逆ざや冊'1分を財政
第Ｍｉｔ「改jllI':]()年１９１」におけるIl1lIIlI1ｲ政のlMi造２３７
補給していたのである。綿花は78ｲliからIilli格ilillﾉﾉの対象となる。しかし79年
になると，農雌物I111i格が平均24.2％ijlき上げられ，ｊ超過Ｍｉ入に対しては，５
１;llhlｳの協議Iilli格を設定し，大'１冊な)ｌＭｉ物Iilli格のり|き上げを行った。このため
に財政補11ﾉﾉ金は180億jIjとiiiiｲ'１の２ｲﾊﾟにはねあがＩ)，以後ますます拡大し，
87fliにはついに約300徳うじ，１１ｲ政文ｌｌＩｌの32.5％を,'iめるにいたった。そして，
''１央Iは政nll｣のIllli格補lﾘﾉの,１，TI1lzlは47種に達し，地ﾉﾉ財政IiI11のIllli格ｉ１Ｉｉ助品'三｜
はさらに120余にのぼるという。Illli格ﾄﾞＩＩｉＵﾉﾉの形式も多極多様で，例えば，食
粘!と食)１１１１１１の場合，I111iｲ各差I(||i肋，超過11櫛人力'１算ﾈ11ilUj，経営火'１１補助，協議｛illi
格平IllIi差ﾄﾞ11i肋がある。そして多くの地方政府は地ﾉﾉの必要から|全1分でﾄﾞＩＩｉ肋,ｌｉ１，
（１９）
'二|を拡大し，Iilillﾉﾉの範ljilも勝手に広げているといわれる。
いずれにせよ，1979ｲliu米I1lli格ﾄﾞililUjは大々ｉ１りにjW1l1し，８７年には財政支ｌＩｌ，
のうちで簸大の比亜を,'iめる岬はk設交付金の23.2％を人きく越えて，第１
位の地位をIliめるにいたっているのである。
したがって1979ｲ|ﾐの総済改IIl1i後の''１|正|財政のiIlim｣金化は，それ以iiiiの１１１|玉｜
財政の支''1,榊造と比べて大きな特色であり，変化であるということができる。
しかし，まことに奇妙なことに，このようなﾈilimj金11ｲ政は経済改ｊＩＩ１１:の改革
|=|標ではなかったのではないであろうか。ＴＩＴ場をjlnじて，ｌＭｌｉコストに兄
谷った商,IiT11の比I1lliを形成し，谷珊l<｣なＩllli格体系の)|ソ成によ')，ＩｉｌＩｉ格の述勅を
皿じて，各部'１'|への資iliil1'１０分をｲ了う体Ilillを1(illl)'11,すことこそ経済改ｊ１Ｉ１ｉの'二Ｉｉ１０
であるとすれば，従前のIllli格|《ililUjIli'１をこそ廃棄して，ｊＭｉコストに兄介った
Iilli格形成を１７(米しなければならないであろう。ところがである。経済改jYiの
過秘でむしろ，鬼子が生まれたというべきであろうか。もっとも８５ｲﾄﾞに肉，
烏，リ'１，リチ菜などのHill食,Ｉｉｉ１１の{llli格が統附'１からはずされ，１吋政補助もなくなっ
た例もあるが，全体としては拡大しているとみてよいのである。
I111i格補助は一つは｛illi格改ｊＩｌ:を進める際に，多くの場合Illli格改]Yiがiwi,ｌ１ｉ１１Ｉ１１１ｉ格
のⅡ(〔上げを意味したから，’１(〔｣きげの|杉鯉をｲ||殺するものとして，物｜llliT･当や
iWillﾉﾉを出すことになったのである。この方法はたしかに－'１割1りなショックを
和らげる効采をもつだろうが，その分だけ改ｊＩＩｌｆの効果を''１途半端なものにす
るようである。
このll1lEl11ｲ政の袖助命化は，まずｌｌｲ政改ＪＭ:の本来の課題でなければならな
２３８
い低賃金･11ｲ1文1'j分ilIUI川造（陳雲モデル）を変j'''0:するどころか，むしろそれを
飛んだ形でIil,i{存するように機能したといわねばならない。
そして第２に，｛llli格ﾄﾞililUj金は「節２の賃金」といわれ，改革10ｲ'１の''１１に許
しい」２ｹ｜をみた賃金・ボーナスの｣二に，迫！Ⅲ｢|<ﾉな給付として，ｉｉⅢ雑金の膨
張に一役かつたのである。しかもこの形の給付はきわめて平等ｉｉ義的な性格
をもっている。経済改ｊＩＩＭ課題の一つが，従iiiiの平等二ｉｉ義的な「低賃金」分
配榊造の変j1I1iであるとすれば，イ|:会(IO給付たるI1lli格ﾈililﾘﾉはそれに逆行するも
のといわねばならない。
おそらく，このような奇妙な１１ｲ政柵造が招来されたのは，一つにはIは政均
衡や!'ｲ政の1Ｗlid分榊造を'''心に考える陳雲や許毅などを代表とする調整派の
'''１接ｉＩり影粋もあるかいiⅡれない。
Ｖおわりに
「改jIl1ilO年」の'１１１に変貌した''１|玉|の11ｲ政|脚造は経済改ｊ１Ｉ１ｆの具体｢I<｣を展llHと
不可分であった。「放椛溌利」というノノ式で遂行された11ｲ政改jIIIiは，計iIIjl絲
済の了ｉｉ役たる11ｲ政をそのk1<から降ろすことにはなったが，in場メカニズムと
いう次の主役を議場させることができず，主役ｲ《在のまま，Ⅱ肋役さえその役
を果たせない状態におかれてしまった。分椛化も本来|iil7Miの'Ｍ１椛力への
｢放椛譲利」であるから，谷｣ll1il<｣な絲済jﾐ体た')えないことはいうまでもな
い。
また低賃金型経済体ＩＩｉ'|の変１１１[については，むしろその意識さえなく，ｌｆＩ家
'１１赤に'１１')，その非4Ｍk(1<)なhIiilll1MIjiL象をもたらすのみであった。
Ｔｌ１場メカニズムを皿ずる新しいコントロールシステムの形成は，当然なが
らTl１場メカニズムをⅢずる｛illi格形成とｆＭｍｉからコントロールする信111体系
の形成を中心とするであろうが，本章では，この改111110ｲli1Ulにそれが具体(|<ノ
にどう展開されたのか，あるいは-|･分に形成されなかったことについては言
及しなかったが，改ｒＩ１ｎ:の課題がⅡｲ政から金剛lへという流れであったことは｛Ｗｉ
かであるから，１１ｲ政Iliと金剛lmliは表喪一体のものとして１１)<')扱われねばなら
ないであろう。それは今後の洲廻である。
第８章「改革10ｲ|きりり|」における'１１|正|財政の榊造２３９
[注］
(1)高橋iiiii［1989]，［1990］を参１１M゜
(2)このような陳雲の考え方は毛沢東モデルと共通するものがあるが，「均
衡論」や「所有論」「農二[関係論」などの面では，考えを異にしていると
思われる。したがって，陳雲モデルと毛沢東モデルでは共通部分もあるが，
位相を異にしている（陳雲「経済情勢とその経験と教訓」大'11他編
［1985］445-6頁)。
(3)実際には「先に蝋かになれるものから型かになる」という「先冨論」的
政策がとられたが，これは差別的分配であるが，合理(1りあるいは公正な差
剛Ｉ的分配ではなかったために，’'１１題が4'三じた。
(4)雄|玉|後の財政のI1I1論と実践の''１１題については，許毅［1985]，薄一波
［1980］を参照。
(5)寧学平［1988］参照。
(6)孫毅［1988］165-174頁。
(7)左春台・宋新｢'１主編［1988]。
(8)建国以後の経済改革のMFMLについては，「当代'１１圧Ｉ的経済体I|i'１改革」’'１
国社会科学出版社，19841Fを，財政改革については，同じく旧代中国的
財政ｊ上・下，1988年を兄よ。
(9)この間の改革の詳細は，例えば，’'１内一ﾘ）［1988］を見よ。
(10）黄菊波・］主誠尭［1988］176頁。
(]l）国家統計局編［1987]。
(12）ただし，中国の税収の品大項'三|はこ[iWi税（物品税，付力llllliｲlIh税，営業
税）であり，これも企業が負担するものである。
(ID’'''五|絲済年鑑編鮒委且全編［1989］１１１，１－３頁。
(lｲ）国家統計局編［1988]，748頁。１７７１［1989]，658頁。
(15）寧学平［1988］88-89頁。
(１０項鏡泉［1989］１V，３７頁。
(17）同，１Ｖ，３７頁。
(18）左春台・宋新１１'主編［1988］433頁。
(１０項鏡泉・揚艮初［1988］263頁。
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第９章“官倒”－''１|玉|における腐敗現象
llllll辺の所ｲ1１
ミハエル．Ｓ、ヴォスレンスキーは，ソヴィエト社会におけるルゲ級対立の
ｲＭ１をilI:証した将作「ノーメンクラツーラ」（1980ｲ|《）の｢'１で，「文lNUWf級と
してのノーメンクラツーラが搾｣l)<をこととする特椛階級であ')，樅ﾉﾉによ'）
（１）
富を手にする。１章｢によって樅ﾉﾉを丁にするのではない」と指摘した。また，
元モスクワTlj検二Ｍ)三i【柾捜査検」１Ｍフリードリッヒ・ニェズナンスキィは，
ソ連における１丁政，検察等各職務分111Fの犯罪を「ソヴィエトにおけるマフィ
ア，マフィオズム」と'１V〔んで，そのﾘﾐ態をドキュメント・タッチでヴィ
（２）
ヴイッドにlilIiきｌｌｌ,している。これらのiiilil折は，ロシアｈ１Ｉ１ｊ:命501ililイドに際して，
かつてポール．Ｍ､スウィージーが，「｢からの大衆(1<」没透」あるいはＭ細
(1<ｊ政治|釧今'」等，樅ﾉ｣と特椛に対して有効に反対するﾉﾉがない場合には，や
がて新しいルザ級Ilill度へと転化する「非政治化された社会（adepoliticized
（３）
society)」としてソ述を１１ViきＩ'1,したことにもilIl川ｊｉを発する。これらは，ルド級
化された社会としてのソilLのうちにあって、政WLiil<｣官僚ならびに経済(19管Ｉｌｌ１
満としての文i1Wiliqiと他力に勤労人hlj大衆1門とが対二11ﾉ:し，iili者のllUの深い旭
裂のiil1Il1llに，所1↓卜格差と身分格差という極めて鮮Iﾘlなスペクトルが存ｲ|皇して
いることを示したもので．あった。
他力，社会主義という文脈をｌｉｌＩけして，アジアにおける近代化過私}に'１１４をlfil
けてみよう。1960年代のシンガポールにおける各柧形態の腐ｌＭｉｌ象に』,fづき，
社会学料，シエド・フセイン・アラタスは，発腔途｣1|玉|における腐IMil象と
は，近代化以前以来の災い服史過秘を背景にしてお')，イ丁効な行政機能の未
発Uilこそが腐敗のili(泉であ')，さらなる腐敗苑41ﾐの圧ﾉﾉｉｌｌｉであると指摘して
い）
いる。ジョン．Ｂ､モンテイロも，７０ｲ'１代に前1るインドのZlI例から，「行政矢
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陥（malad1ninistration)」という(l1llmiに|Ⅱ|えて，諸権利への無知，政iiL)的警
戒心の火力Ⅱ，椛威・Ili'I度への行従，マスメディアの未発達そしてTif命論に根
ざすアパシー現象の塑延等の１５jji範な政iiLi社会的背景要因を，腐敗の根川i(とし
（５）
て挙げている。これらのやや近代化オプテイミズム('りな作業に`|喪疑ｉＩりで，
｢腐|U(の習俗（folkloreofcorruption)」にili'二|するグンナー．ミュルダール
も，I1Li欧１１<j意味での利潤，117場競ｲ１への欲求を鼓狐|iすること，および公的責
任と椛力に属する傾城からIlHl人１１<j利得を得たいという欲求を排除することの
両者は，南アジアにおいては極めて|ＭＩＩｉであると指摘し，さらに，西|狄的立
場からは利潤のｉＩｉｉ泉とはなり得ない一定の行為が一般に金銭の対象とされ，
前資本主義的な伝統ｲ|:会の名残として，ある柾の「Tl７場」すら存在すると立
（６）
論している。すなわち，こうした諸作業から，」と述の社会主義ソjlhにおける
特椛の存ｲlﾐと格差のスペクトルに力l1えて，アジア諸国の|＃１発途上の過稗にお
いても，ほぼｌｎ１極の行政_|:の特権に''1米する腐敗ﾘil象が汎jlni19に発生してい
ることがiM1llllされる。
だが，これらの現象一特権の存在とそこに淵川ｉｉを発する腐敗行為の顕在
化は，革命後50周年のロシアというより，また，テイクオフ期のアジア諸|玉｜
というより，むしろLVL命後40問ｲliを経て，〈改革･'＃|放＞という新たな|＃1発プ
ログラム始動後１０年の時ｌｌｌ１的経過を経た｢'１唾|において，よ')典型的に，よ'〕
深刻な様杣で滋ｆＩＬているようにも,Ｗつれる。
「'１国は，本書の第１章でも詳細に検討されているように，197811212月の'１１
|正Ｉ共)壁党節llj0lll1央委員会第３１Ⅱ|総会（ｶﾞ川ｊ９ｌ３１ｌ１全会）以来，１０年''１１の
〈経済改革〉過漉を経過した。たしかに，この１０ｲｌ１ＩｌＭ，’'''五|では|Ⅱ|内的経済
システムの変更および対外経済接１Ｍ(に関するパラダイムの変換など多くの変
１１１１１が試みられ，そのil1l:接の所産として極めて脆['すべき変化がもたらされて
きた。IIL界史的範嶬としても稀ｲTなzlI例にIIIiする高度成長はもちろんのこと，
改革始動以米，’'''五|の一般Ⅸ衆のｌｌＩ１に拡がったiﾘＩ)き立ち，煮えたぎるが＃１１き
"lhl-l1”へのエネルギー爆発は，まさしく特２１Yにlill〔する。
しかしながら，あるいはそのゆえにこそ，〈経済改J1lli〉の各｛liil》'１政策内容
がほぼｌｌＷくし，札'17]i1i抗状態にlWiった1980ｲ|ﾐ代後半以来，’'１国の経済社会
は，かつてない深刻なlZKl靴に逢着している。その困難とは，往時のスウィー
第９章“'|:１１iilr'－１|'|玉|における腐敗現象２４３
ジーの対ソ迎観を揺るがすまでの革命50111ｲﾄﾞ当時のソ連ｲ|:会の実態以－ｋの，
また，モンテイロをしてインド社会へのオンブズマンIli'１度の導入を主張せし
めた以上のインパクトをもって，われわれのlM1iiに|こ'らを寵呈しつつあるよ
うにも,U､われる。
それは，｜工視的に兄れば，第１１期３''１全会以降，社会主義の自己変ＩＩＢ:とい
う文脈で，〈経済改革〉という名の新たな装いをまとった''１圧|の膝史的な近
代化努ﾉﾉ'二１体がすべて水泡に帰しかねない'二i人な'ＭＩＩともいえる。饗言を要
するまでもなく，1989ｲliの第２次天安'''１１Ｗ'2によってもたらされたクレディ
ビリティ・ギャップとしての政治危機と椛力)博|ﾉﾘ部における“継承危機”は，
政治体系としての''''五||玉|家機榊にとってJ1t大な危機的様ﾉⅡ|を示すものではあ
る。だが，本章のわれわれの観点からすれば，“官倒（guandao)”という名
の椛力と金銭との癒着Uil象にこそ，’'''１Zlという存ｲ１１の奥深い難題のｆ鳴点が兄
山されるようにもAllえる。＿上述の政ＷＥ機はもとよ')，“継承危機”自体も
あるいはこの難題の系でしかないともいえる。なぜならば，“官倒”に代表
される癒着現象~それを《銭（qian)・椎（quan）ネットワーク》と呼ぶこ
とにしよう－の存ｲ'１ｉこそ，経済，政if１，社会そして文化の各領域に及ぶあ
らゆる3i1代｢'１|工|のシステムのうちに，深くillllみ込まれた“不発ﾘｌｉｉ”と思われ
るからで､ある。
顧みれば，第２次大安|ＩＩｌＺｌｊ件に至る1989ｲﾄﾞ春の学L'三，クilI識人の諸要求'二1体，
この《銭・椎ネットワーク》への「異i識11'し立て」（cont6station）に根ざす
ものであ')，これゆえにこそ，“官lii'|，，への素朴な反感，嫌悪感そして共犯
肴意識を共有する一般TIjm屑とのjILjIM;も可能であった。だが，それらの諸要
求も，そのｌＩＬ立て対象が｣二述のｊｍｌ)まさに根i原ｉｌりであるがゆえに，武ﾉ｣鎮
圧を経る過程の''１で文字jlnl)圧殺されざるを得ず，結果的には“不発”にと
どまった。とはいえ，その「否（ノン）！」という異議'１'し立てが焦点を合
わせた当のﾘlii劾対象は，後述のように本質的な変更を何ら家ってはいない。
今|Ⅱ|は“不発”に終わったものの，《銭･椎ネットワーク》が，システムにビ
ルトインされたいつ爆発するとも知れぬ“不発ﾘlii”であることには変わりは
ない。l11I劣な比'楡を続けるならば，ｆ'す管が作111jを始める時には，想像だにで
きぬ大きな爆発力と衝撃波がシステムを襲うものと`uAわれる。
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果たして，こうした文字通りの‘`内Nllの敵”としての''１国における《銭・
椎ネットワーク》はいかなる性硬のものであろうか。」｡述のソ連ケースから
得られる社会主義という体IIill｢I<J要因によるものが主旋祁であろうか。それと
も，発展途上の近代化過程にほぼ汎jmiI<｣な開発要lXlともいうべきものがｊ２調
であろうか。この社会ごii義というシステム要因ならびにアジアにおける後発
的ﾄﾞﾄ１発という二者を，比較の）i唯jlilll空'''１として設定し，これを手がかりとして
｢'''五|の《銭・椎ネットワーク》を捉え返すことにしよう。やや結論先llXl)的
に立言しておけば，それは，経済改革j0lという未曾有のシステム転換の歴史
過程にある'Ｉ１ｌＩｌの固ｲiの歴史課題と仙人われる。すなわち，それは中|玉|社会
が依然として「計画化」機織，「TIT場」機柵以外の伝統的調整機織に大きく
依存していること，さらに改jYiプログラムというL'三瞳ﾉﾉ主義に収鮫した近代
化課題の議場によって本米的な''三|皮質がI1j浮止しつつあることの反映である。
こうした''１１題関心をさらに進めるならば，’'１|玉|の経済改I1I1j:によって'１１１前にも
たらされたものとは，実は，「ilT場」の不整合と不完全さゆえに，本来の改
革'三I標たる経済諸行為の谷叫化が依然として「非合理的」範嬬にとどまって
いる一方で，“もう一つの什珊I<｣範嶬”として《銭･椎ネットワーク》が浮_し
しているといえるかＭＩＩれない。
１１“官倒，，へのアンビヴァレンス
１社会的“支持，，
まず，“官倒”とは(iilか。いうまでもなく，字義（"官Iiill爺"）を辿れば，
官僚による“倒爺（daoye)”すなわち物資の転売，投機行為等の経済(1<]不
ｍＴ為であり，一般的に腐敗（corruption）と称される聖|$態のことである。
この限')では，冒頭に触れた祉会主義ソ連における特椛の存在とその淵１１１，
あるいはアジア諸|玉|の発展jllMUi1における各種の行政犯罪を，社会主義および
アジア発展における各'五|版“'白1iill”と'１Vしぶことも許されよう。だが，逆にＩ１１
ｌ玉|における“官倒”別,l象を，ＩＩＭの社会主義システム下における腐敗現象な
いし')ﾄ１発途上過ﾌＭこおける腐敗として一般化することは必ずしも適切とＭＡ
われない。
節９Tii“'lTliill”－''１|]!|における腐敗ﾘil象２４５
たしかに，“1当Tliill”のⅡ11:接'1<｣背景としての腐敗には，それらと1凡、I<ﾉな二|「
態もJil象ｍｉの|而ＩＨＩ！Ｉiとしては観察される。’'１|巡|における胸1ＭJ染としては，
｢以椛謀私」（樅ﾉﾉによって私利を謀る）というIlllliniにその特徴を》|Ⅱ'１,するこ
とができる。この私(1<｣利袖の超i去DljI<｣追求・Ｉ雌卜は，lhiljlIの各iilMの脚敗りｉｌ
象への定義にも繋がるものである。例えば，アラタスは，｜|(i賂（bri1)ery)，
樅'11(を通じたりj】要（extorti(),,)，親族〕Iijll（nepotism）の三判を「腐敗」と
（７）
してkM定している。また，ニェズナンスキィは，」lXIlIi，越椛あるいはI職務椎
|ｌ(逃'１１１，職椛あるいはllMi務Ｉ２の地位のi朧)Ⅱ弊と，腐敗＝行政｣土の犯ｊＩ１を分類
（８）
する。さらには，腐敗を幹部Ⅲiのｌｌｉｉｉ客として，機UAIによるＭ１上述灰（institu‐
tiolIalo[fences）および「貧稀の犯Jl1」（crimcso{thcpoor窃MH，公共'1ｲの私
物化，アブセンティイズム等）とともに，総済犯ﾘ'１（economiccrime）として
（９）
一般'１<｣に捉える｣,[Lﾉﾉもある。この|Ⅱ(')では，’'１|:Iilにおける「以椛謀私」とし
ての“官liill”nil象は，社会=iﾐ義というシステムノi(jlilll空'111ならびに発展途11過
稗の||}]発空'１１１における腐敗と，ほぼlTil)l1llのりil象(I<〃態といえる。
さらに，’'１１正|における“1！｢Iiill”０)もう一つのJ凧要な'''1111｢,iは，「以椛代法」
(樅ﾉﾉによって法に代わる）という超tMljl<jlLIlll，すなわちその樅'1Ｎと特椛ゆ
えにi去ｉ１り訴追可能ｌｆｌｉの埒ﾀﾄにあるというﾉ,!『(にある。この腐敗のj超法Dljfliは，
ソ述におけるz1l態としても観察され，ニェズナンスキィは「職務Ｉの犯罪の
摘発にあたるのは，１%〔11'１として，まさにその犯３'1を１丁っている当人たち」で
（１０）
あるという点を挙げている。したがって，“'１１１．lii'|”の「以椛謀私」および「u
（１１）
椛代法」という二つの{l1lIi('iに杵|Ｉする|Ⅱ(リでは，ネ|:会iii義ならびにＩⅢ１発途｣土
という二つの蕪jlilllとの|両|質性がｉｌ卜られることになる。
しかしながら，これらiilli比!'攻）,LIlilllとの岐人のｲⅡ述を>八すのは，“'｢Vliill”の
背景としての社会('<｣意撤のｲＭ１である。’l1lIilにおける“官lii'１”なるUIl象は，
ﾕｲ今の社会意i識;|<1'1にあっては，川(悠感とともにそれと愛'11|併存(l<ノ（アンビ
ヴァレント）なある机の“支持”を↑|卜ているのである。むしろ，それは1978
年以来の経済改〕'１１，:のil1l:接の所産であり，《企lllj総IWi》といった灸社会(|りな気
風の'１当｢|〕ｌｌｉｉ#への噸''１Ｍ．浸透にほかならないからである。
この“1当｢倒”に対する企社会('<ﾉなアンビヴァレンスこそ，lllliHlの《銭・椎
ネットワーク》のｲｲｲ'１１をユニークなものとすると|両１時にそのｲ前:を支える節
２４６
１の要fl:である。この点を具ｲﾉＭりに兄てみよう。
つま|)，1978ｲ|き以】<の経済改革とは，過度の11i純化をも恐れず立言すれば，
伝統１１<｣平均`１ＭJ1と社会主義の平等志lfilの結合により，長く抑え付けられてき
た人々の1111賀MH望の解放過概といえる。それは，経済改茄初｣０１段階の成長そ
のものが111i費主導111であったことにフパされてお')，また当の改１１|叫念の腿,Ｌ
屑にある“先富論”哲学|全１体がiili費の奨励を主たる|ﾉl容としていた点にIﾘＩら
かであろう。“光衛論”とはあえて繰り返すまでもなく，flj小､lzが78年12)］
の党''１央政治局会議で提起した|ﾉﾘ窯で「一I1illの地域，企業，労Ilill者・農１１Jが
●●●●●●●●●
辛勤な労働をjlnじて，その収入が先に多くな')，牝iTIiが先に改善されること
によ')，今|工|人氏の共|司寓裕への途をｲｲi〈」（傍点り|Ⅲfi）ことを|=|指して地
（１２）
められるすべての経済諸政策の根iINであった。
その意味するところは，第１にかつての“不悠寡ml1i不均（貧しきを憂え
ず，均しからざるを愛う）”という上述の悪平等主義からの訣)Illlにある。した
がって，これは，Tli外の人々のⅢ(には，もし機会に恵まれるならば，迷うこ
となくカネを儲けよという公｢|<」椛威からの勧奨とⅡ災ぜられる゜貧窮こそが社
会主義(l<ﾉ栄誉とされ，南貞総がブルジョア｢I<ﾉ恥辱とみなされた時j91とは異な')，
カネを儲けること|と1体がかってのように3'1悪感を伴うものではあ')得なく
なったのである。それよ'）もむしろ“先寓論”が本来的に'二|指したものとは，
こうしたマネービル機会の提供によってもたらされる“先富論，，の示範（モ
デル）効采であった。すなわち，収入がjl1え，LliiiIiが先に改善される他粉の
様子をつぶさに観察することによ')，ﾕﾉi然人々の'''1にLlﾐまれる羨望，嫉妬等
の|些1然な感情を拠子として，各自がそれをモデルとして発奮するという精ｲII1
lljlli紋をｊ'1つたものでもあった。
このUl[接の結果が，＿'二述の1987年以降の《全民経iWi》という社会的気風の
蔓延である。逆に言えば，“先寓論”といういわばお｣二からの公式Ⅱ平ぴ掛け
が，かくも急速に''１|玉|社会の深部へと受雰されていったという?|卜爽同体，’１１
国社会の｣自壊の''１に深く沈潜されていた伝統要素に鋭く訴える|ﾉﾘ容を“先博「
論”が含んでいたことを示していると兄ることもてきよう。したがって，こ
の関述でいえば，“官倒”とは，広範な大衆的支持を得ることとなった“先
富論，，のｊＭｌｌ反応にしか過ぎないことになる。‘`光寓”に至る手段のIE当性
節９iWi…lj11iill”－'''１１《|における腐lMil象２４７
こそが，’''１１趣とされるべきにもかかわらず，千段のJに'1性を超えて，結采と
しての“先寓”状態のみが先行したことになる。iii脳の“先常論”のうちに
あっては“辛勤なﾂﾅ1,1”とされるのみの“先博｢”手段の|l愛昧`ｌｌｌｉと’１標として
の“光常”状況への過度のＷｌｊ(が，こうした“跳IM1”を愁起したものと`U､わ
れる。“先窩論”から導かれる金銭兼｣≦１１粒，‘`一切|('1銭希”という一ﾈ''１教(1<ノ
（１３）
|U:界鋭が，改111[j01ll1lF1の社会意識として定杵・浸透したのである。“|ｲﾘ銭希”
といういわば｛illil[(〔''１立(l<ﾉなレベルを超えて，これに“一切”を冠することに
よって，文字皿Ｉ)の拝金ｶﾐ義へとDliZi化したことになる。これは，社会Ｚｉﾐ義イ
デオロギーがJil災｢1<｣腱ｌｌｌの''１で，次節にi((i拠枠（[ｒａｍｅｏｆｒｅｆｅｒｅ１ｌｃｅ）として
の機能を失効する''１で，新たに雌得された準拠枠ともいうべき性格すら帯び
ている。したがって，この意|I/|とで，“'|:1．Iiill”とは，手段の当否判|折を“跳腿”
した，「先寓論」輝学の行為レベルに対する大衆｢|<ｊｊＭｌｌ反応と兄ることがで
きる。
２“もう一つの合理性”
さて，“'1当｢例”はこうしたｲ|:会(1<ｊ“支持”をその背鎖として持っているこ
（Ⅱ）
とになるが，これを経済改11',:という今体又'111(から|)11え返してみよう。’'''五|に
おける〈経済改jIIli＞とは，さまざまな視点からの各邨各様の定義が可能であ
る。’１１央集'１１型の指令性計lllil指標システムから分Ｉ１型の１１１場志|ｲil的社会主義
への移行，公ｲｲlli'1下の経済多ﾉﾛﾐ義への模索あるいは近代以来の''１|]ilの長｣9Ｉ
的近代化過稗におけるｲ|:会二に渡システムを初)０１条|ﾉ|:とする新たな模索過稗
等々である。だが，ここでは，｜正|家（＝,Ij(１１１:)，集|TＩ（＝企業）および洲|Al人
(＝ﾂﾅI1Ii川，農ｈＵ等あらゆるレベルでの絲済洲丁為の「｣〕'1性化」追求という
諒解を掲げてみよう。というのも，’'１|玉lIll'１における改Ｊ１ｌｉｆ論議には，ほぼ共jln
して，改jII1i以iiiiの''１|正|の経済行為が「非谷１１１１性」範I'祷のり|↓型にして，ｌｌｊｌｉ;乗す
べきものとのいわば企き近(Wrjl1三i{義('《｣認誠がそこにはiiil提とされているよ
うにＭｊ､えるからである。
その背景には，かつての「計画」に対して「ilj場」という“兄えざる手”
●●●●●
をﾄﾞ11i元(1<」に部分設定することによ')ｗ各ililﾙ参ﾉｌ１ｌｌメンバーはrlflk｢1<｣かつ谷l]ｌｌ１
ｉ１<ﾉな経済行動をとりうるはずとのいわば「,|j場絶対ｲ''１話」がlI11f黙柳にiii脳と
２4８
されていたともいえる。改ｊ１Ｉ１１:－Tlj場機柵とiillllil化機榊の複合体への移行と
いう現実｢lり要ｉｉｌｉをiiiiにして，’'１|;lilにおいては万能性ﾈllIiiiiiの(l1lIIliが，政莱意IXl
（１５）
(1<ｊによりiiiil([iにlllIし,}'１，された感もりｊｉい。
だが，’'１|正|の実態として成立したものこそ，こうした「皿性化モデル」と
は対Miii1りな経済行11ﾘﾉにおける「非｣]'1性１１<｣」要素の拡大であり，“官Iiill”リi1象
に代表される「非｣111Ⅲl<」」要素の璽延であった。当初１０１侍された「行為のＩＭ１
Ｉ！'；化」状i兄とは，まさに対'１ﾘ<といってよい。例えば，指令Ｉ！I折標の縮小に伴
い，「谷IIl1化」されるべき政１１１:部''１|と各ＩＨＩ徴企業'''1の関係Ｍ'u粋な紙済契約
lRl係ではなく，人(I<ノネットワークによる干渉で飛みとブレが依然として苦し
い。リース絲徴者，私尚業了ii等の新興勢ﾉ｣の「<Ｗ《(l<)」利祐も，「不谷li1l1化」
の対象から免れ得ない。“紅lｌＭｉ（ｌｌｏ１ｌｇｙａｎｌ)ing)，，（＝やつかみ，リlliみ）なる
社会１１り・集団('<｣爪ﾉﾉによ'）「社会遡兀」されねばならず，公｢'<jに辿認された
j1i当な所1{ﾄといえども(聯il；の|Ⅱ(')ではない。本来，企業の手許にW(係される
べき一次分配後の１V(CMllilMも，パトロンとしての主轡部|Ⅱ|等への“１Ｍ|(派
(tanpai)”（＝其ﾉⅢ金）としてｉＷｌｉ紬されるなど，企業へのMｲ務IliでのlLlj：樅拡
大には依然「ｲ《谷'''1な」Ili'llUlがｲｲｲ'{している。この結采，企業が本来('<ﾉな杣
)0ﾉ:した経済実体とは全くなり得ず，地ﾉﾉ政111:’1級子ｉｉ符部''１]こそが改]|'〔の放
火の受打ｌＨ'iとな')，“諸侯経済”と称されるまでの地域;';||拠のアナーキー状
UILを/|ｉみ}'１，すことにもつながった。ましてや，イ《足と低I111i格，ｊＭＩＩと高I111i格
の共ｲ7から，I1lli格の〔I1li))洲筋Iﾉi：)１１は』０１緋された役割を来たしていない。
元来，経済１Ｍ))にはHl1性('<｣要素とともに非Hl1性('<｣要素の1TI1f'１．がj､常併存し
ており，そこには経済ｉｌ１ｉｌｌｉｊ１ＩＩ１の行為料のI111ill/[観念，感I1liあるいは伝統(I<)要素
が大きく作川することは，Ｍ、ウェーバーの指liK1をまつまでもない。だが，
,|,国の改Ｊ１,[のり,l実｢'<｣巡皿にあっては，以1〈に見るTlj｣；ル“j募入”の不光今性と
伝統`Ml1という二つのｲﾉｌｉｌｌ１により，さらに「」|ﾐｲhrI1l1l1<ｊ」要素がﾉl1ll速度｢'<ﾉに進
展することとなってしまったのである。
まず，第１には，改JIIlJ:当初，ボＭｉＩ<)信虹(がほぼ無限定なまでに寄せられて
いた「TIT場」そのものが有効#'1に作動し↑(卜なかったという点が挙げられる。
11丁場が狭ljiiiにしてilj場機榊の作１１i)川iijl)１１が限定される''１にあっては，各Tlj｣易参
jll杵もTIi場を皿じた本来(1<ﾉな絲済１１標を速成することはできず，このため，
第９章“,ﾊﾞliill”－１ｌ１ｌＩ|における腐敗現象２４９
その不完全性をﾈili先するべく他の非Tl１場的手段に依拠せざるを得ない。ここ
にいうところの他の手段とは，’'１国においてはインフォーマルな情報交椣を
主体とする対iihii1《」人llIlljM係（face-to-[acerelatio,]）の総和一“関係
(guanxi)”へとill[締することとなる。こうしたく関係ネットワーク〉のlllで
の，文字皿')のキーパーソンとしての樅ﾉ｣者への接近を皿じた“関係”雌得
により，行為｢１標を貫徹せざるを得なかったのである。したがって，ｊ募人さ
れた市場そのもののﾙA模が狭小であったという''１|玉|の改j1I1i描置の不十分さに
加えて，TlT場機榊がｲｲ効|<111に機能すべき社会的フレームワークを欠くという
まさに根》;(的な二つの要lXlが，イⅡ瓦にjMiして，結采｢|<｣には逆機能を呈する
こととなった。
この意'１ﾉkでの「ilj場」の不完全性を，各経済主体のﾀﾄﾊﾞ|j環境要lXlとするな
らば，第２の要因とは汀各経済行為判'4|身のうちに|ﾉﾘｲlﾐする伝統`ＭＭＩ1<ｊ文化
要'１１ともいえる。それは，しばしば指１１＃されるように，伝統'''１玉|に汎皿する
共lTil体原理としてのI(１１縁関係，地縁'111係等の重視である。」二述の〈UAI係＞
ネットワークーすなわち縁故による総済llXijlを顕ｲｌｉ化させ，それをJ[当化
する満識の存在である。というのも，こうしたビジネス場、裡におけるイン
フォーマルな人'''１|剰係としての“業縁llM係"，すなわち〈Ｍ３係ネットワーク〉
には，フォーマルなﾎﾟⅡ細UAI係では代稗し得ぬ亜妥な機能があるからである。
それは，まず第１に，’'''五|におけるjiill縦効率の低さの結果として，］]Ｉ式の$１１
織対iMl織の関係では'''1題が多||皮にわたるため，緊急を要する場合でも，ほと
んど気も速くならんばかりの'1寺'１１１を要する。これに対し，インフォーマルな
く|｝M係ネットワーク〉をjlljじることによって，多力ini，多部局に及ぶ針|i雑な
（１６）
'''1題も，各組織|ﾉﾘのまさに各ｲ|(|人の丁･によって迅速に'１１ｷﾞ決が図られる゜第２
には，’'１|工|における各ﾙ'1織の閉釧(|<｣性格とも関述するもので，各々のキー
パーソンとの''１１骨なコミュニケーションを保つことによって，皿常チャンネ
ルとしてのフォーマルなiill織|Ⅲ交流では11ﾄることのできない得種情報に接す
ることができる。本来ならば，組織情報のiITi1iﾘQとして指ﾘｌＩｉさるべき性質の)１Ｍ
定述反行為ではあるが，そのインフォーマルな関係性保持のために，当三|ドイ'i
llllにあっては何ら』|』悪感を伴うことはない。Ｒ頭に触れたミュルダールの折
摘のように，沈殿していたく関係ネットワーク〉が習俗として｢'１|正|社会の雄
２５０
底部から，＿上記の非Tlj場｢|り手段の要請により，改i1IIiというBd実Ⅱ|:界へと急速
に浮I1したものともいえよう。
しかしながら，ひるがえって，こうした状況をすべて「非合理的」要因と
して斥けることは，改j1l則り''１１|正|の現実を全iriilI<｣にすくい１０〈ったといえるであ
ろうか。本節の同皿で触れたような過度の近代谷lll1Etii義の腿にからめとられ
ているのではなかろうか。むしろ，これらを「非谷lll1MiiZll濤」としてすべて
断罪することは，公1zのｌｊ１〔１１１１に反するものとＭＡわれる。というのも，レ
ヴィニストロースらの社会人類学等の成果がわれわれの|川iiに示す事実とは，
市場機織以外の洲盤メカニズムの存在であＩ)，それらをlMiili1りな近代合理主
義のみに依拠して「iiii近代」あるいは「非谷ｌＷＩｉ」のflを冠して排除して行
くのは騎倣とのそしりをも免れ難い。われわれが「伝統」と一般的に呼ぶよ
うな非TlJ｢場｢1<〃共lTil体(1<」調幣メカニズムが，“Tlj場維済が特異に成立した時
代”に過ぎないりi1代社会にも色|i農く残存している。カール・ポランニーにま
つまでもなく，１１丁場機榊の今im支配は特殊歴史'１<｣状DIIであり，特殊な時代の
IIilI度的所産でしかないのである。したがって，われわれとしては'二述の状》１１
を「遅れた」’１１|玉|における「非谷liLIWJ」範1'篇として斥けるのではなく，むし
ろ上述の〈|對係ネットワーク＞としてIjil実に作軌している「もう一つの合理l
性」の普遍性にこそ肴|='すべきものと思われる。
だが，それｂ１Ｉｊぴひるがえって兄ると，｜Ｈ１題が１Ｍ|していることがあらわ
となる。というのも，その「もう一つの谷剛性」ゆえに，’１１|工1における“官
倒”と呼ばれる官Illi1i＃による腐敗1丁為は，’''1正|の各システムの深層に強|画|に
浸透しており，この点こそ「ｲ丁為の]ql1性化」を求める改'''1プログラムの進展
にとっては誠に愛噛さるべき二liI態となるからである。
HIiIlll織性一“官iWi”
さて，社会ｲＷ１ｉとしてはアンビヴァレントであり，改１１lb:プログラムに対し
ては'111審要因とならざるを得ない''１|玉|の腐ｌＭｉｌ象の性格＃,L定を行うための準
Ｉｉｌｉ作業として，“`向Iiill”のややUil実ｉｌりな様ｲⅡを'瞥兄してみよう。特に，その
組織性として党政機|兇l幹冊|jが兼職その他の形式によ')経衡にiiLu接参与してい
弟９章“官倒”－''１|正|における脚IMil象２５１
る‘`官商”形態を111リ」げてみる。例えば，上１１『では，“Wfi1l”が最ＭＭｉｉ１（
を極めた88年汀各種の党政機llMlIl体が設立した企業361社のうち，“官商”的
色彩の濃いものが122社とおよそ３分の１を,liめた。これら361社の新設企業
に合計645名の党政機UA1幹部が名を連ねて関』）しており，本務の党政機関と
の関連が完全に|折たれていない荻１１Mt肴は，これら新設企業幹部の３分の２に
（17）
のぼった。“退休・Iilli体”とⅡＶばれる離退11俄者がその残')の３分の１である
が，１１１|玉|でいうところの“退休・IiIli休”とは必ずしも，兀米機UAllll位からの
離脱を意味するものではない。＿上述の〈関係ネットワーク〉が存在する所以
である。したがって，依然として従来の党政機|』MUI体のil州llIiiliの地位にあり
ながらも，あるいは党政機|乳1と依然密接なく関係ネットワーク〉を有する
現・元幹部層が，いわば「hIJllIl企業」としての各邨公ｉｒｌに:i′iを連ねているこ
とになる。公務員の雑]IMIを禁ずる'ﾘl1ilI;な規定が不在であったためであること
はいうまでもない。“'1:(･iWi”（I<」色彩の濃い公司の存在が，“官lii']”Dil象発Lliの
まず第１の拙床であった。
全国レベルでは，征''１林llil家]:商行政管]111局災によれば，８７ｲ|ﾐｰ'ずW01以来
各地のI商業行政/轡11'1機UMに益録・議記した公司数は急1Wの一途を辿り，８７
（１８）
年末時点で36.47Ｊ社にも達した。これは8Ｍﾐ火の15〃社から１１洲以上の急テ
ンポである。なお，９０イド２)]木ﾘil在では，これら公iTl総数の24.5％に'11当す
（lい
る７万社がすでに'１W!＝＃l(・'Ｍ}されている。いずれにせよ，こうした全|玉|数{in
のほとんどが，＿し述のIiiﾘの判ﾀﾞ'|のように“官i1li”「l<｣色彩の1i濃い公司でiLiめ
られていたものと想像するのも決して|IWiではない。
このため，“1:｢Iii'|”現象に対する対抗措置として'''１１]il政府が採)Ⅱした政策
内雰が，党政機関幹WIlの雑llMi禁｣|ことなったのも当然であった。’1'共中央弁公
庁および中|玉|国務院は，８８ｲlilOI13Il，「関於l1fL以｣z党ｲlll1il家機関退（雛）
休幹部経商弁企業ｌＭｌｉｌＷｌ:1mllill」を公布しているが，その'191イ薑は，第１に，
党・国家機関幹部の迫・IjWlilliili後の商業企業iiuiiIiﾉﾉﾍの参ノノを禁｣lそしたこと，第
２に，名誉職をも含めて余人１Ｍ｢有Ilill企業，外ﾄﾘ系企業への兼任を一律禁止
したこと，第３に，非粂人lXi所ｲjllill企業へのｲJ;職には迫llMiT･統充~｢後２年Ⅱ'１
が必要で，その報IMlll額も1%(給ｊＪ額と原機関の幹部平l4j奨１m趾<Ｍ<準の合計額を
（2(1)
｣二|Ⅱ|ってはならないとざオしている。
２５２
次に，これら“'1Tilii”の実際の↑｝↑業iili1Ii1j内雰を兇よう。これらの“官商”
公iTlは，ほとんど「～諮iiII公iTl｣，「～ﾉﾊ包公而|｣，「～l聯か公TTI」あるいは
｢～|ｻﾄ１発公司」といった:ｲﾉ1称を通してはいるものの，情報コンサルタントど
ころか実際には文(↑:通りのiWi業iili11i11に従P|Ｉする流j､業が人｣ｒであった。実態
はといえば，“llLljll1公司”といううＭｉに尽くされるように，正式の敬録資金，
益録所ｲI地，４１〔業スタッフおよび'ﾘ|(ilI;な絲営業務範|〃|のllLl料をほとんどの場
合欠いていた。公iTl設立・蔽記に'1Mする法的丁･統の火！(11が股火の背景要ｌｋｌで
あることは鋳言を要するまでもない．こうした“'口1Wi”公而|のiliⅡ織Ji蝿のｲ（
'ﾘ１１ﾘIl1li，と')わけ経営スコープのイ《Iﾘｌ１ｉＩｉｉさは，“官ｌｉｉ'|”が宮tlliによる物登の
ilik売行為としてlUill光を浴びることとなるｊｉＪ２の１Ｍ<であった。
では，これら“'１２｢耐，公司の企業資金は一体どこからiiMl達されたのであろ
うか。「皮包（トランク）公而|」と称されるようなilWL仙なiMI織形態ではあっ
ても，一定のｒＭｒ調達が必要となることは''１]違いない。ｿ〔は，この点にこそ，
"1：１１１W”の“'１:｢i腓i”たる1ﾘ↑以を兄'''１すことができる。イlJilHllIﾀﾞ'|ではあるが，杭
)｜ﾄlTlj〃'11ﾀﾞ１１を)[」よう。1988年ｌ～５川U1に新設された杭)Ｉ１ｌｉＩｊのiil1ii]:行属企業
158社のうち，その益録ini金（"注'''1資金,'）の「ほとんど」が各政府門''１１１１の予
算ﾀﾄ資金の転)'1によるもの，ないしＬ述した“榔派”という名の無Iii〔調達に
よる株式調達であるという。その総投登紺としては，数ＩＩＬ｢ﾉJ元から，人BA模
（２１）
なものは数Ｉ意〕Cにも達するという。
当今，｜]本でも，フイランソロピ－(1)hilantllropy）あるいは企業メセナ
(文化芸術支援iilinli11）なる斬たな概念により，企業の社会(l<j責任として，地域
政府，各種氏'''１１１１体への寄付，後援が次姉にi剛,Lされつつある。だが，ｌｌ１ｌｆｌ
においては，企業lLl身が社会(|<ﾉﾄﾞＭ'Ⅱ早生機能を'1[つたいわば社会ﾎﾟ'1細そのも
のであ')，｜玖米ないし岐近の'１本における企業のMf付行為と|両１列に論ずるこ
とは本来(1<｣にｲ《jllKiU｣だろう。
そもそも，“ＭＩＩ派”というｆｉの政府機|ﾈﾙII1llからの企業に対する強ＩＩｉｌｌ調達が
なぜ可能なのであろうか。その解幣は，やは'川Ｍ１のｎmmに見た人１１榊成，
すなわち〈|州系ネットワーク〉に求められる。光に兄たように，これら“官
1%i”の]掴吸，総維111弊はいずれも各企業の主符部'''1が派適した人物によっ
て,!iめられており，はなはだしきに至っては，Mlf部１１１１の枢要の地位にある
第９章“官lfill”－''''五|における腐敗1111象２５３
人物その人がそのポストに座っている。文字通りの経済実体として独立し得
ていない中庇|企業の現実から，果たして，これら主符部ｌ１Ｉｌの意向を無視する
ことが現実的選択であろうか。あるいはより精確には，〈関係ネットワーク〉
の存在から，主管部''1そのものの意思として映らざるを得ない主符部門のＩｌＨＩ
別幹部の個人的意|(i]を無視することができるであろうか。“官商”設立に際
しての“|難派，'拠出を拒否することによって，後々の企業経営に主答部'１F|か
らの，すなわち主管部｢''1のｲ剛'|幹部からの報復的な横やりが招来されること
を危'|具する各企業長を責めることはできない。こうして，“官商”公司の設
立に関しても，やはり“榔派”で協力しておき，後顧の愛を断つというのが
企業側の合理的行動選択とならざるを得ない。
また，より「積極的」を'11'|而も存在し得る。というのも，これらの“官
商”自体，名義上は独立採算が原Ⅱ'１となってはいても，やはりその背後には
｣二述の各党政機関の権威と資金が控えている。このため，“官商”公司が儲
からぬはずはないと人々の眼に|映ぜられるのも無理はない。したがって”各
企業側としては，収扶の安全性という点から，ハイ・リターン，“官商”への
投資を行うことによって資金|Ⅱ|収を｢1論む計算が１，１１〈ことともなる。
かくて，“官倒”に至るilill織形態としての‘`官商”を見る限りでも，〈関係
ネットワーク〉を基礎として，「権（＝行政)」サイドおよび「銭（＝企業)」
サイドの両肴に，これを《銭・樅ネットワーク》へと固定化，発展させる合
理的契機が存在していることが理解される。
1Ｖ性格規定
このように蔓延する“官倒”現象は，《銭･樅ネットワーク》としての合理
的基礎を背後に控えている。この成立過程および背景要因等は前節までで示
唆的に触れてはきたが，ここでややとりまとめた形で提Ⅱ』,してみよう。社会
主義との基軸からしばしば指摘される絶対権力の腐敗という側面を主調と見
るのか，それともシステムDIi云換という改JYi過程に不可避的な過渡期要素，す
なわち新旧iili要素が併存した“双jlﾘLIIill”状況による所産として，このいわば
開発要lXl，過渡jUl要因をzii肱ｆｌｔと兄るかに|)Mわる。ここでは，’'''五|(''１各論省
254
のさまざまな認iiilliをＷ,[Lしつつ，《銭･樅ネットワーク》の性格を1V盤｣11!する
ことにする。
１権力腐敗の側面一内因論
まず，椎ﾉ｣との|剰述に注|=Iしてみよう。“郡i'１”リil象を，“権ﾉ｣経済，，とい
う観点から捉えるのがiIill守鈎で，彼は，“椛力経済”を「一種の椛力をjlilllと
（22）
した経済のjili行形態」と定義して繊論を股|ｻﾄ]する。さらにこれを受けて，施
川鱗は“権力絲済”「|体を「樅ﾉﾉの金銭へのjliz<化」として1V定義して，およ
そ樅ﾉﾉが存在し，一定の経済('<ﾙＩＷＩｉﾐを文I11ii｣する''１にあっては，こうした金銭
（23）
へのlbi化は必然であり，その実質は今き搾11Kであると論破する。すなわち，
椎ﾉﾉj行が何らのrli本をも必要とせず（あるいは'1k低二１７tの述転資金により），
IillらのLli塵ｉ１り投溢をＭＴうことなく，いかなるﾂﾉIIilコストをも支払うことな
く，ただ|川状に将:f'１をしたり，「lliIiill1lii′|:１１１証」を発行した|)，“liillう'6”＿し
かもlliなる譜:』Ｗｉ:業のみによって「(額の雅利を企ることができる。これでは
化産丁･段が今人LL所ｲiとなり，搾１１)(が}坊莱されたはずの社会主義ll1lljlにおけ
る搾lMil象ではないかとＩｌＨｌ１英する。したがって，こうした主張からすれば，
これら“官倒”リ[l象[|体が一枕の容観(I<｣な内ｲ|ミメカニズムによって文,IILされ
ており，各宮川!'j1人のIiM1l性あるいは)J１L範意識というIl11illll性のｌＩ１ｌｌ辿ではなく
なる。こうした「|ﾉﾘ|火liiili」の立場からすれば，｝'1然，それぞれの椛勢ｲ'１（そ
れがたといいかに小さな行政椎|U(であるにせよ）への倫jll1要請というIlIjlHllの
対liiiM(法ではなく，“'l911iill”flil象Ⅱ(if)のためのﾉﾉ策として改iYi:の徹底化が求
められることとなる。さらに，このﾉj((から，いわゆる“IXj王化”ｊⅢ１１i力とは，
この「|ﾉﾘ囚論」の探究を－１仲突きiiiIiめて，何らの！'iﾘﾙ|をも受けぬ絶対椎ﾉﾉと
しての党の政if１文lll1Uの柵造そのものに｣,,L,''１，す立場である。したがって，この
絶対「|ﾉﾘ因論」からは，党に対するカウンター・パワーの存在，すなわち政
治的多)C主義の導入こそが，‘"n1ii'１”リl象根治のﾉﾉ鞭として}iIliかれることと
なる。
“T｢lrll'，現象ないしその皿奏底11),:としての《銭･樅ネットワーク》への対処
に関しては，岐後にｌｉｌｌれるが，その鞠人としてlMi(祥の)ﾘT論によって，“官
Iiill”lllllli'|の』iL水ﾉﾉ|｜１１を索Ｉ1'１１iしておこう。呉稼祥も，lTil様に，腐敗とは椎ﾉﾉ仙
節９章“官倒”－''１|正|における腐敗Ull象２５５
川のFill産物と|折じてお})，公共利益が私利にlfilかう時，腐１Ｍil象が顕在化す
るとして，「内因論」の)Iﾉ:場をとる。しかし，その‘`私利”Ｉｆｌ体椛ﾉj満自身
のIⅢ人的利益のみならず，その所属する集lIlの利益にほかならない点を強調
しているのは，われわれのく|州系ネットワーク＞への注|」にも、ずる･そし
て，腐敗現象lJl1Ili'１のためのｌｌｌｒ世として，呉稼祥は，三つのlIl1IIi'|メカニズムを
（24）
提起している。節１は，椛）｣の|ﾉ１部IIill約で“在I|ﾘ1集liJl"，すなわち椎ﾉＪ１骨白
身の｢|己ＩＩｉ''約を意味してお})，水米的な官僚Ili'１度の実りilを榊想したものとい
える。第２は，椎ﾉﾉﾀﾄlllillからの隅IMIli，IIill約であって，h1j衆Il1llからのl21LL防衛
の実現，権力折の選択，いわば|とｌｌ１１な民主Ili'１度がそこには合意されている。
前述の絶対Ｍｌｋｌ論」の処｣童としての政治多元化の要請とも連関する。第３
の仰ＩＩｉｌ]としては，これまで''１|正|がしばしば採)Ｉ)してきた腐敗分子に対する
"1青洗運動"，“整瓜連1Iijj”が挙げられる。だが，｜ﾉﾘ部IIi''約，タト部Ili''約そして
連iij1形態と呉稼祥が挙げる三１'iのlIl1IliIlメカニズムは，いずれにもlMltが存在
している。呉稼祥によれば，１:１１ｶＮ|i'１度の実現には封建主義の影響が色濃く，
"清洗”運動も大衆レベルにかつての恐'布の記憶があＩ)，と|)わけ|坐''11．民主
には指導部の恐怖lii宝があるからである。結局のところ，ｒⅡ１１．氏ｺﾞﾐ，とりわ
け経済的ｌＬｌｌｌＩの発揚を主ﾘlIiする呉稼祥は，経済的'二}１１１の発腔こそが公平な競
ｲﾄ関係を促進し，この結采，官僚麻の非経済領域における絶対優位を弱化さ
せることができるとして，維済lLllll化を，いわば第４のlIl111illメカニズムとし
て想定しているようにＭｊ､われる。
２新旧要素の併存一過渡期要因
次に，システムlli云換としての改jII1i過程を重視する立場がある。これは，改
革に|弛伴する新llliilIj要素のｲﾙ存という過,i度101要lxlによ')注[|するものである。
まず，この立場の一つとして，椛力そのものを上述の「|ﾉllkl論」のように
絶対権力と捉えるより，むしろ，これを未成熟のilT場条件-|<における仙占と
相対化する見方がある。すなわち，椎ﾌﾞ]の鉛雑な特殊形態としての独占と
（25）
"官倒”現象を捉えるのが，哀l7fである。衰岳によれば，企業併合，｛ｉ１ｌｉ格統
一，営業1舌勅へのIliIl限等のさまざまな手段によって杣,liiI<｣なilj場地位の獲得
を、指す，いわゆるill(,!』（測祈）は，契約行為を皿じた「肪畿による杣ILi」
２５６
であって，成熟したiWi11ii11ilT場に出現するものでしかない。これに対し，半自
然経済状態・産l1ii1,経済をようやく脱し，貨幣化経済への歩みを始めたばか,）
の１１|玉|のようなTl１場条件が未成熟な場mliにあっては，Ｔｌ１場の競争榊造に対す
る脅威はこうした「協議による独占」によってもたらされるものではない。
それは，「行政狐I1i｣，すなわち|Ｔｌ家から''ｊｌｗされたⅣ'１〔営椛（特殊小売権，１''1ｉ
買権)，経済符''1樅を１Ｍ｢する各部'Ⅱ'･企業，あるいはその他の符Ⅲ職権ない
し特殊な影粋力を行使し得る機関，’１１体，｜正|家公lIMi人員によってもたらされ
る脅威である。つま')，こうした「行政jlI1l1i」を利１１ｌして「椛力と権力｣，
｢権力と財ﾉj｣，「樅ﾉﾉと人,liIi」という特殊な交易を行い，その結果として，
市場において不Jli常な１１７場特椛をさらに得て，｜工額のｉｌＪ場利補を貧る独占形
態と論じている。
さらに，陳初i)Eiは，新Ⅱ]ili体IlillIjl:存によってもたらされた以一卜のような状
（26）
Ｄ１Ｌｉ１り要lxlを指摘している。まず，第１には，原ｲiの経済体Ililllfl体のうちに
"官倒”発生の二k鞭が求められる。改ＪＭｌＩｊＭこおける椎ﾉﾉの下放が，，,｣体ili,｜
の行政的序列に従って進行したため，その分椛化のﾎiIi采として成立した各秘
の行政性公両１，経営公TTl（iiii節で兄た“官商”公司）は，－部特定の個人の
威信と権威の影糾を兇ＭｌＩｌい。本米的にはiWi1h11絲済条件下における平等な
パートナー関係にあるべきにもかかわらず，実際のところ，人里|]F関係は複雑
を極め，長j0lにわたってﾙlli時されてきたWW1Iii1,系列llM係にはほとんど変更がな
い。このため，新たな“1:1Ｗ，公司も，旧来の管jliil;範Ⅲ1を)ﾘT符する－部ｲlBil人
の行政椛力の大きな影糾を依然として家らざるを１１卜ない。改革における分椛
化政策が実は||｣系列にi()った11iなる分屑化という色彩が濃いことから，物資
に対する支ｌ１ＷＩｉが従来のような機関そのものへの集,|I状i兄ではなく，ｆルベ
ルでｲlMll・分散(1<｣にkli人的状況として発生しつつあるとの認識と解釈するこ
ともできる。
第２には，いうまでもなく，新||｣､'1体Ilillのi)１杯状DlLが肢も典型的に現れる
ものとしてｲllli格価｣或に注|='し，「双'|ﾘLIli'|」という名の多JiiIllli格Ilill度のｲﾁ在が
挙げられる。Illli格傾城での多重性は，il1j11iTl,経済への移行という過渡期段階の
不可避的二'１態ではあるが，’''１題の根川ｉｉは|両l-iWi11iiI1の計illjiI1lli格（＝公定IlIli格）
と｢'７場IlIi格（＝坪ji)ﾉｲllli格，｜)Ⅱ識(､格そして文字jml)の11j場I1lli格）との''１１の余り
ガリ９章“'ﾊﾞ側”－１lllJHlにおける胸ｌＭｌ象２５７
に大きなI1lli格差である。」1述した物盗，iWi,'i,'１へのいわば屈人｢|<｣な；11(IliiI<j支配
樅を)Ⅱいて，Ｔｌ７場I1lliIil1にlliZi化することによって１４卜られるうｉＷＩ柵iが膨大であれ
ばあるほど，こうした大ll1Niな「双11ﾘLIIill」Iilli格兼は，“官倒'’１丁為への抗し靴
い誘惑である。
他力，“'｢l1iil1”の「願容」としての企業サイドにおいても，“官１１;'１'，を苑41三
させる客観｢1りな状ﾙﾋ要lXlがｲｲ在している。それは，洲給のアンバランスとい
う↑if弊である。たしかに，経済改１１''１:の進展を経て，’'1|家からの計mIll1U分とい
う従来の1H1材料調達ルートはそのシェアを大きく低l､させてはいる。もちろ
ん，これは改JII1fI]標たるTIj場化の進展であるとlTil時に，企業II1llからすれば大
きな脅威にほかならない。｜H〔材料調達1(Iiにおける今1｢'i｢Iりな|玉|家依存ではなく，
TlT場からの'二1ｕ調達責任Ｍｒ業'二l身に課せられることになる。この新たな寅
柾を途成すべく，企業ｲ!!'lはWiir給のアンバランスに対||'(↑することとなるが，ＴＩｊ
場供給品そのものへの不`兵から，ｊＭｌｌ対応としてのｲlililiの横み増しから，紡
川1りには，Ｔ'1場供給が低-「するという悪１１１１i蝋にljmる。それは，従来の生産品
と需要品との|H1のアンバランスにjllえて，１１１場供給111:と需要Illitとの'１１１の「咽
lWiiされたアンバランス」の苑'|ﾐにほかならず，需要料としての企業は，いか
なる手段に訴えてもとその人丁に芥北することとなる。｜|]環｣党下では，必要
物riiが入丁イ《TTI能となっても，国家(l<)保誠に依ｲIFすることが111能であったが，
今やそれは当該企業のＬＭｉ経憐の仲ＩＭＩ;という厳しいIli'１戒にi''１:i('iせざるを得な
い。その一方で，人手に際して手段を選ばず，商コストを費やしたところで，
それを十分補償するに足Mllの並行ilj場（parallelmarkct)，すなわち「灰
色」あるいは「黒(LL」Ｔｌ｢場という:i'１の》'|の《銭・樅ネットワーク》ＭＭＬ
ている。製品化してそれをiTljlllli格で11）〔光することはもとよ})，「噸''1Mされた」
極端な需給アンバランスによるう06丁Ⅲ場状》,LからそのままiliZ<売してもさらに
大きな利ｲiEが!|i云がり込む。したがって，“`｢１.lii'１”の「顧客」サイドにおいて
も，“'師ill”発41ﾐの容観'１<ﾉな状Jilf典|ﾉﾋlが存ｲ'{しているのである。
さらに，踵l9li1<｣，歴史１１<ﾉ視点から，絲済ﾈl:会柵造の激変との連関で捉える
議論も見られる。本節の同DIIに禍げた|》1発要'１１をIＭＩＬする立場といえる。近
代化過程の進展に伴う社会ｲﾙ造の変迷こそが，節一義的に“`｢｢倒”あるいは
腐敗ﾘil象の１１１婆な｣,|u雌とする］：宗礼もそうした論判の一人で，彼は，近代化
２５８
を政治椛力と経済(I<｣11ｲ博i，イ|:全的名望という社会資源の役割が基本的に一致
していた伝統社会からの剛i１１１，１と捉え，その近代化の進展に伴い，それら各社
会資柳;(の分裂・分解が共に進行し，Ｉｌｲ常と椛力との交換が発化すると一般｢1<」
（27）
に確認した_しで，’'１|兎|の新たなりil実としてのilWl1iil,経済|奥1係の浸透に着|=｜する。
彼は，１$ｊ１１ｉＴ１,経済システムの導入によ')，Ｉ'61体ﾂjrljill打あるいは私営企業主グ
ループなどの独立した利害要求を｝寺つ新たな利扶集lJlが社会的に形成されつ
つあり，これらの新ＬＩｉの政WL1参!)Ⅱ要求グループと，依然として高度に集権(1<）
を政治椎ﾉ]との１１１１にi二ljlIMi・ｌＩｉｌ｣|川i等の腐敗ﾘTl象が容易にもたらされることと
なったと兄る゜つま')，王宗礼によれば，近代化による社会榊造の変遷を通
じて，新たな11ｲ富ならびに権力のⅢi(泉がLlﾐみ１１｣,されつつあるものの，これら
の新たなエネルギーと||]米の政治とのUM係が不分lﾘ|にして，政治体系'４１１にこ
れらエネルギーを'ﾘﾘ(｣|)(するチャンネルが木形成のため，新エネルギー(11'1とし
てＭＩｉ賂といった不法行為に訴えざるを得ない，とiﾐ張される。力||えて，新
||｣体Ilillの併存状況によるＩＩｉＩｌ度の不完令性，すなわち改革の不徹底さを挙げる
とともに「Iilli(ｉｎ観念の真空状況」から，公職人員の近視''1(的行動が惹起され，
私利私欲に走ることになると指摘している。
したがって，これらの所論から|ﾘ}らかとなる;((ﾐ点は，“官倒”を特定個別
の1二『係liWによる腐敗というIlilil人｢I<ﾉﾘ11象と捉えるのか，それともよ')広義の大
きい社会現象と捉えるかという分岐であろう。ｉiii者の屈人的な(|Ｈ１》'|現象とい
うI1l1解のみでは，’'１|玉１におけるIIil笑の半分以-kが手許から零れIIJ,てしまうこ
とにな')かねない。というのも，一部の,'iM21i下劣なる官史が行う堕落のみな
らば，綱紀閑J11といったIlBlBllの対症旅法的IilfijBiで一定の効果は期待できよう。
しかしながら，“T<|i;'１”行為の実行をイ〈可避('《｣に要iii1iする経済社会的環境を
背景にして，“官倒”の一方の受抽肴としての企業(11'１（＝銭サイド）と他方の
受益者としての行政{111I（＝椎サイド）の双力の存在こそが，’'１国の実態であ
る。社会ｺﾞﾐ義環境で砿成されたく関係ネットワーク〉が，改]１１１１という新たな
環境条件下で《銭・椎ネットワーク》へと進展したことによって，liiなるＩⅢ
人現象の枠を超出しているのである。まさに，これらはたとい近代今I1lLiそ義
稀の眼には，いかに「非合I1l1i1<］範''濤」とlllIlI;ぜられようとも，？'fi｡!ｌ者双方に
とって極めて現実谷JJ1lil<)を行1lij1選択として存立している。
第()革“官lIill''－１''''1における腐lMil象２５９
Ｖ“官liill”への対)jMlf世
さて，こうした社会(l<)根拠と文|〈lrを背景とする“121.liill，，リ,l象の蔓延から，
政叶IJi局としても“’'4｢liill”への対処をその重要な施策として柵１１,せざるを得
ない。なぜならば，まず，そのDA模の拡が')が「かつての|]《|Ⅸ党統if↑時代を
通かに_Llillる」とまでに{k税されるに至っては，これを等WlllMすることは|芒｜
らの支配の]l;統WliにもUAjわるからである。また，iiii述した腐敗の絶対「|ﾉⅢ｜
論」を掲げるグループからの政WL1II<｣多元化の要求に対しても，反“`｢丁lfll”を
'二|己のうちに光１lxリして，反“７１．liill”＝反椛ﾉﾉというその尖鋭な政治要求を
かわす必要があるからである。紙'１Mはすでにﾉ↓きてしまっているが，こうし
たlLLi局II1llの公式対応のl1MLを指燗したｌで，“'|,｢剛”へのわれわれの展望を
まとめて筆をおくことにする。
１「外因論」による“廉政',対応の限界
政府当局ll1llが企lxlする“`'０１．liill”リ,l象への対応は，“脈政"，すなわち各機ＵＭ
胖部に対する厳格な法・Ililll史机行によるjMll純化努ﾉﾉに尽くされているといっ
ても過言ではない。というのも，“Ｔｌ･例”qil象そのものへの状DiL認識と評ＩｉｌＩｉ
が，前節で検討した|ﾉ､1容とは根本｢1<)に|;Ⅱ速し，意図(l<)な「{|Ⅲ''化」と「歪
1111」がそこには投影されているからである。
公式(1<｣立場からは，イ|:会ｊｉ義Ilill度はその本質において，いかなる形式の脚
１ＭTl象とＭⅡ刀:対立，Ｊ１;''1/:1艸斥のⅡＡ１係にあるとされることはいうまでもない。
マルクスの『ゴータルlIil傾批1《ｌＩ１等をも援11Ｉしつつ，llmilMil象もうちに含む一
切の社会主義社会におけるリ,l災としての“悪弊”は，決してｲ|:会ｺﾞﾐ義社会そ
のものによる派化物ではなく，Ⅱ|社会の“lﾘ斑”がもたらすｆｉｌｉ:赤であって，
非Ｉ)去られたⅡ|社会の“屍lj(L”とされる。すなわち，腐敗とは，共)鼈党内に
おける“非常態'，リil象も含め，それらのljl〔|Ｘ１は外ｲE(1<ﾉな侵食作川と主張され
（28）
ている。そして，l989fliのﾉ<安'''１J|Ｉ件を総たりil段階にあっては，封建残i準と
ブルジョワルザ級日'''化への感I1iiliのiilii打が複合して，こうしたﾀﾄlHilli1<］を侵食が
（29）
1丁われているとEiiﾐﾘljiされている。
２６Ｏ
この「ﾀﾄ1大Ｉ論」とも称すべき1111通|における腐敗Ijil象にﾇiＩするi認i識は，ソ述
の犯ﾖ'1認i識と兄Zliなまでの一致を示している。従来，ソ述の法学者，犯罪学
者たちは，社会主義の下での犯Jllの原|人|は，人々の意搬の''1の過去の残1i半と，
ﾀﾄ|玉|からの人心への}杉騨であるというﾉ`'､(を主に論ずるのみで，「11iに第二義
的な11;(は|として，ソヴィエトの社会のﾉ|{iiliにおける経済(1<｣および社会的性格
を持つ非対立的（であるかのどとき）矛ｌｉ１[iのｲＭ１について触れている」に過
（30）
ぎないという。つまり，犯Jl1を誘起する「根本(I<｣ではあ')えない」社会(|<j1H〔
|klは，リ,l存の社会とｉｉ義の枠jMlの''１で次節に解決されうるもので，これらの社
会的“悪弊”をＩＷ１するに，いかなる柵jiliiI<J変革をも必要とするものではな
い，とii帳する点において全くの|而1質11'１，｜両ⅡＭＩ:をｌＩｌｌ遮|・ソ述''１１で兄{１吋こ
とができる。
したがって，こうした「外lkl論」認誠から，“官Iii'|”リil象に対する対ｌｉ剛（
法も，「IllIlHll化」されざるを11ﾄないこととなる。というのは，“脈潔清苦”に
して“奉公守法”に努めている絶対多数の機関絆IIillに対して，「あくまで少
数の一冊'１の幹冊|j」がi1jllMi，ＩＩｉｌ｣|XllIi，lIMi椛淵１１等のあるまじき行為に及んでい
るに過ぎないというのが，この「外lxl論」の兄る“｣ilIl実”だからである。こ
うして１，１，'iかれる“ﾘ[l実”とは，“官倒”のﾉＩｉＭｉをそれぞれの官史諸｛lljl人の人
格'''１題のみに局限し，各々のＩｌ１ｊ淵官史の'''１題へと「ｲl1ljlBll化」するものでしか
ない。それは，前節まででj検討したような“'向lii'|”の社会的谷li1lllliという本
（３１）
質的なllIl1lIlを倭小化することにほかならない。
だが，それにもかかわらず，こうした「ｲlJDlH''化」された“官ＩＦ'１，，案件の処
I1l1という１両)部的対Ｉ,剛ii法lLl体にも，実施1｢'iでは原I1l1｢I<ﾉな|水llI1ltが伴う。’''１正'''''’
'41身が「)､ﾉ:案靴，洲査雌，処｣]川i」と'１Vぶ「三ＩＭＩi」Dll象に示されるように，
"発案多，立案少，免訴多，旭ri1F少，緩)''１多，リミ)''1少”というのが現実の?'１
態である。より具体('<ﾉには，党、がllM述する総済犯ｊｌｌを摘発・立検すること
が|Ｍ&な,1,1,'１として町各ﾉﾉiiIli，とりわけ１片j津幹部からの≦1:渉がｲＭ(すること，
局部利絲にlilil執する部|Ⅱ１，地域によるｌ(ﾉﾉ(ｉｌｆないし１１１Ⅱii<的対応が杵:しいこと，
そして政筑，ＩＩｉｌｌ度，法Ili'１度がｲ《徹底なため，合法fiIi城と非合法緬域とをIﾘ|(ＭＩＩｉ
ｍ２）
に画分することがlMlliなことが|片摘されている。控え'三|にいっても，ここで
挙げられている諦苣要因こそ，われわれがiiii節までに凡てきた《銭・樅ネット
ガJ９章“`１１１．Iiill''－１'''五|における腐ｌＭｉｌ象２６１
ワーク》のｲｧｲlﾐそのものではないだろうか。“T｢例”Dil象の｣|)<締という公(I<ノ
対応に対してすら，まさに“官Iiill”の根Ⅶ1(としての《銭・樅ネットワーク》
が機能していることが刀くされており，逆に《銭・樅ネットワーク》のlﾑ表の
人いさが|I川認される)i1iuでもある。
２出路を求めて
《銭･樅ネットワーク》という社会ｲ/ｲｌｉこそを“官lii'１”:IilIl象の背景と捉える
われわれの立場からすれば，こうした「IllIil》''化」された対応のlUXl界は'ﾘlらか
である。たしかに，1989ｲ|え米の“官iWi”公i『|の盤J1'１，統)ﾂﾞ6谷そして局WlliI〈ﾉな
対症}M舷に過ぎないにせよ“官Iiill”IllilHll案|ﾉ|:の稀I1I1等により，現象としての
"官倒”は影を1替めつつある。文字jmリ，対症旅法としてのlIl1Ili'１効来であり，
これをTIf定するものでは今〈ない。しかしながら，リiii状の鋲iWi化が必ずしも
ｿiXilH(のｊｌ１Ｍ１には結び付かないのと今くlTil様に，まさに社会存ｲＩｉとしての
《銭・椎ネットワーク》はルＭ<｣変史を家っていない。
したがって，Ｉ１Ｉｌ１趣はここで分||皮せざるを得ない。すなわち，この厳然たる
社会ｲＭ１としての《銭・椎ネットワーク》を所ﾉﾉのものとして，その「もう
一つの谷ji1l1性」をそのまま認１１Jし，これを棚Ｉ(｢1<｣に利)|Ｉするという対応がＴＩＩ
能であるか否かであり，もし，そのIWi1答が否定的であるならば，あくまで
｢行X)のｊｌｌ１性化」という)し11初|]標に沿って，《銭・樅ネットワーク》そのもの
の全|｢ｌｉＩ１<ﾉ廃棄を追求することがlllli-のﾉﾉ策である。
《銭･樅ネットワーク》の「もう一つのｲM1l1性」たる股火の所以は，受締り１
事料のみならず今体認誠としても《銭・樅ネットワーク》のイト征が必典祝さ
れているところにある。そのｲＭ１｣1M''１をイ《'''１としつつ，結采としての受抽度
の差異をまさに《嫉財i》のレベルから|ＩＩｌ)111祝するところに，《銭・椎ネット
ワーク》に対して隠微なl1li格付与が行われる｣111'１１がある。では，その《嫉
！(li》のレベルこそが，’'''１趣の根iI1(であるならば，その公|》Ｉ化と工lWi化が'''11辺
解決の途となろう。公|ⅢＩ化という文111RからはＴ各行為判の椎lU4の内需と絶ｌｌＩｌ
が確定されねばならず，それに｣i§づく“'１２１．iii'１”jiT為のﾙiii采としてのバランス
シートが作成されねばならない。このﾎﾟili采，文字ｊｍｌ)のI|/'|人｢'<｣利抽追求とし
ての「以椛謀私」が，《銭･樅ネットワーク》の一員として肝各集団利袖を代
２６２
衣する「以椛謀私」行為から|峻別，排除されていくことにも繋がる。さらに，
"官倒”実行のｆｆ･集卜１１利絲の｣|>uliW史の|;||逆から，ⅢII1il汰が行われ，競ｲﾄｶ
に欠ける“11llii'１”は，こうした公|ⅢＩ化のｊＭＩ１の''１で次節に平準化されて行く。
《銭・椎ネットワーク》の存ｲ'：そのものに依拠した《銭・樅ネットワーク》自
身の|{|己溶解に１０１侍するﾉ71filである。
だが，こうした《銭・椎ネットワーク》’1|身への依存によるlIiｷﾞ決の模索も，
DJ笑｢l<jにはほぼ不可能といわざるを得ない。というのも，“官liill”の一方の
受抽打としての企業Illll（＝銭サイド）と他ﾉﾉの受抽打としての行lＭＩｌｌ（＝樅
サイド）には脈倒｢1<｣な“需給”アンバランスがｲＭ１してお')，まさに椎サイ
ドによる杣Ili状態からは，上述の公ｌｌＩ１化平準化の契機は望み１１卜ないからで
ある。したがって，あらゆる意Ⅱ|<での''１|正|のり１１災を所ノノとするならば，すな
わち，絶対「|ﾉﾘ因論」に基づくラディカル（IiM(('<｣にして過激）をllyl1決が当
1iii採111ﾌＭＥであるところから，リ,lｿ(｢lりに孫)Ⅱし１１ﾄるﾉﾉ策とは，１２述した「ＩＵｉｌ
Ｈｌｌ化」された対症l)|(法とともに，《銭･樅ネットワーク》のｲＷｉｉ背景そのもの
への対処しかないことになる。川ｲ川には，′｢l･侭の雑llMi祭jL柵世，退職後の
身分保証，公而|設iYfに|仏|わるＩＭＬ定の完lWi，資金１lxﾘ|の厳格化，lWillXﾘ|の法
IIill化等々にﾉﾘ'1えての，《銭・樅ネットワーク》存立背錆たる“双!|ﾘLIlill”状UiL，
あるいはｲ《足状況のWi1ilIにそがその起点となる。これこそは，新'''''１１システ
ム併存の過渡１０１としての性格を強めつつあるIlll1ilの改１１１[の現段WIiの課題その
ものである。したがって，改ｊＩＩ１ｌ:の一Ⅳiの巡腿にしか，《銭・椎ネットワーク》
あるいは「ili場」と「計画」に挟まれた「もう一つの谷llMl！'ﾐ」を超,IＩｌ１する途
は残されていないことになり，この政if1ll<ノコンセンサスの１illi立こそが，
《銭･椎ネットワーク》|ﾘｷﾞｉ１ｌｊへの節一歩となる。だが，肢も根ilj1((|<｣なりiji巣》|]狭
というべきものは，それ以｣〃)政治的大沢|折を要する《銭･椎ネットワーク》
のFlLLTIf定である。これなくしては，’'１|];|の‘`官liill”Dil象はいかに鎮静化の
様ﾎⅡを示しても，常に１V充の１１｢能'！'ｉを秘めた宿I1iiijとして'１１|玉|をﾌﾞ)〈述に脅かす
で､あろう。
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(31）とはいうものの，当今のＩ１ｌｉ勢を考えあわせれば，こうした公式論の捉川
もあながち1111解できないことではない。改jII[のテンポと規模に|則する脂導
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第１０章’'１|宝|における政治体Ilill改革論議
一「l｣Ｕ'二'改ｊ１ｌＩｉ」から新権威jli義へ－
Ｉはじめに
ｌｉｌｆ１ｹillのように，ソ連・〕|〔|ＸｊＷｉｌｌｉｌと異なり，’'１|];|では継済改革が先行し，llj（
治改LII1iはその後塵を拝した。イ|:会Ziﾐ義洲lilにおいて1989ｲliに発'１兆た一巡の
zlI態は，’'１mとソ迎・Ⅱ〔|炊諸|]ilとのlB(ifiﾉﾉlhlをクロスする形で異なる道に導
きつつあるかに見える。本章の洲辿は，これを1''1:桜考察対象とするものでは
ないが，lIilllにおけるllWi体Ilill改〕'''0:論識の検討を皿じてその背筑を探ること
にある。
政治体IliIlの改jlI1iをめぐる論縦は1980ｲｌｉ代に入ってから本格化したが，天安
''''二Ｗ卜uiiiiまでに|Ｉ,l定すれば三つの段Ⅲｉｆに人Hllできるであろう。まず，l980
fﾄﾞに党llL火からのＩからのl1IlM1m提起があ')，ついで経済改ｊ１Ｉ１ｉの進股にともな
う矛盾の集械が86ｲｌｉを'''心に広範なlB(１h体IIill改jIl11:論i畿を巻き起こした。そし
て，政ｉｆ１体Ilillの改11110:がはかばかしい進股をみないなかで88ｲ'2から89ｲ１１にかけ
て新椛威主義がMIL起されるようになる。この三つの段階にはそれぞれ|ﾉﾘ券(I<ノ
性格的に異なるものがみられる。それは絲済体Ili'|改:1Viの進展と撒ji1fに)|(1応し
ているともいえよう。
ところで，「政1h体Ilill改ｊＩＩｒ」というｌ１ｌｉ;Ｉｉはどのようにして定１(fしていった
のか。「'－１１１１三''１灸会以ﾙﾐUj(if１体Ilill改ｊＩｌＩ,:人二|｢ii[｣」のiiii文である「ｌ１ｊＵｌ３ｌｌ１
全会以来の党の政ｉｆ１体Ili'|改LViAMAの発1Ｍ%略」によれば，六つの言い力が
あったという。すなわち，＿ＭｌｌＷＩｉ造の改〕'''0：（1078年12)]，Dlj小平)，社会=i繊
政if1Ilill度の改ｊＩＩＩ':と光成（1979ｲli9）'’１Ｍ||災ほか)，具体(I<jIlill度の政jIIl：（l()８０
年８）l，都小平ほか)，体IlilI政1''１'：（l98lｲli2）|，鮴!i超ほか)，政ifi改j1l1i（1986ｲ|：
５)１，ililⅡi＃立)，そしてlB(if１体IIill故]'''1:であって，この１１１語は1982ｲ'１９)－１の''１｣|〈
l21iJl今lIil大会におけるiIill糀邦jliliiliで初めて使われてから，flj小平などのf耐』
第１()liIii1l1l玉|における政if１体Ilill収〕'''１:論繊２６７
指導者が仙11Ｉするところとなったが，品終i'<jに統一｢'<)に仙川されるように
なったのは，Ｉ；'1小ｊ１ｉが86イド５月2011にilj度，政ifll'Mill改jYiとはI膨大な機榊，
過剰な人員，官惟iﾐ義の一・ｌｆｌなどを内雰としているとiWiってからであると
（１）
し、う。
以下，三つの段'11;Irを検討することにしたいが，iiiIii識は多ﾉﾉiniにわたってお
')発表された論文もきわめて多い。｜ﾉﾘ雰ｉＩ<｣にも政ifil'Ｈｉｌｌ「変jYi」から「iiな
る」行政故jUI1iにいたるまでと'ＩｌＨが)jjくい。ここでは節１段|Ｗ）「灰''１改革」と
第３段ﾙﾄﾞの「新椛成子1ｉ義」を'''心に検討することとしたい。
Ⅱ「U〔''１改Ｊ１ｌｌ:」－政if１体IIi'|[Ｍ:の提起
1部小平講話
1980ｲIi8I二１，１１j(if１１両)拡大会識が|ⅢlIlMされ，この場でｶﾞﾙﾄＷ）「党と|]E|家の
指導制度の改１１１kについて」と題する識話が1Tわれ，liil1]木にllj(柏Ｉｎｊで採択さ
れた。後述する)蓼雑|雛によれば，「U(〔}１１改ｊＩＩｌＩ:」とはこの政if11n)枕;人会議とこ
のあと|)｛'１１１１された節５Ⅱ/i引]!'人乢代表人公輔31,|会繊において党と１K|家のＩＩｉｌｌ
度改革の実ｉＴｌｌ}ｌ始が決定されたことを指すが，後ｲﾄﾞのl砿史細,i巣においてこの
80ｲﾄﾞは商〈評ｲ111iされるであろうし，ｌＩＩ暦ではり〔１１１に>I1たるところから「灰１１１
改判と呼んでよいであろうと述べたことに''1米する。ただし，11,|玉|ではこ
ういう言い方はその後していないし，われわれはむしろ)蓼諦|朧の改lYi案を
｢〃〔['１改１１１k」と称しており，ここではそれをjﾐ対象としたいと考えている。
ともあれ，郡小平術iiiIiが具体｢l<ﾉな政ｉｆ１Ｉ'Mill改1Ｗ)|」火を切ったことは|Ｈ１違
いない。彼の識話はJIfl]il鉾党=iilI1i'j〕|〔|正|務院1州|のｈ′|Ⅱ）ＷＭｉ１除，趙紫陽の首
'11職)Ⅱ，Iilj小瓦１２を含め李先念，’１１１１雲などの１１１１１首|;Ⅱiiiﾄﾞ辿を決めた政ifl1而)拡大会
i誠で行われたのであり，この会縦lLl体が1976ｲｌＶ)毛１Ｍ〔のﾀﾋﾟと「llLl人組」の
追放以降の，毛沢1k路線をllijf製する当時の１１１Ｗ派である「すべて」派と都小
平を'''心とする故jYi派との椎ﾉﾉlハルの総(|:｣1げ，すなわち政ｊ１ＩＩｊ:派の妓終的勝
利を宣言するものであった。郡小平はこうしたMili史(I<j背最のもとに，まずは
総覧的に|岬決を要する`Ｍ(をあげている。①樅ﾉﾉの過l史の雌''１はよくない。
なぜなら,Ｔ椎ﾉ｣の過度の集111は……化１人の独|折を/|{みやすくし，集'１１指導
２６８
を破壊するし，また，新たな条件のもとで1当｢僚ji義を４１§みⅡ１，す求人な》;(lklに
なる」からである。②過多な雑lliMi，iiillri踵の存ｲ１１はよくない。当然ではある
が，「1人のl1ill微，絲験，精ﾉﾉにはかぎ')がある」からである。③党の一几
(I<j指導（党政不分)，党の代行Ｚｉｉ義（以党代政）の'''１題解決に着手する。④腿
（２）
IUli1勺H脚をもって後ﾎﾟ|$Ｗ)|ｌＩｌ趣をﾙﾉi(決する。このうち②はかな')災行されて
いるが，名'三ＩｉＩ<ｊでもある。④はｌＩ縞折導)|北限っていえば，失敗している。
それは(|Al人の盗質の''''１廻ではなく，』ｉｆ本政策のﾉl11yLであり，梅ﾉ｣|ＩＮＩｲﾄの紬ＪＩＬ
である。①と③は根幹に触れる'''１題である。
さらにIflj小平は，Ｍ''１の具体(l<」Ilill度にはり卜窯が存在するとして，とくに，
｢党とl1il家の指導IlilI度，ｊｌｉｆ部Ili'Ⅱ史」における主要な弊害を]1つあげる。①'1:「
僚主義，②過度の樅ﾉ｣集'１１，③家剛i'|，①幹部の指導職務の終身Ili'１，⑤さま
（３）
ざまな特権である。いまでは常i紬化しているが，rll小亙|えはｌＩＩｌ題点を》１１快して
いた。この５点は｜Ｍ:に絡み合っているが，以1,.の論述にｌｌＡｌ連する二，三の
点について，1980年段lWfでＫｉｌｌ小Jlzがいかなる認搬をしていたかをみておこう。
まず①の官僚主義について，彼は「我が党と|玉|家の政WItiili｢のなかに広範に
ｲＭｉする－大'''１題である」として次のようにいう。「'12(･僚主義は長j91にわ
たって存在する複雑なMiIS史(Iりりd象である。】Ｍ:の官僚主義ﾘ11象は1於史｣二の'１｣1．
僚主義と共jlnﾉＭをもつ以外に，狐lLlの特徴を持ってお')，｜|]''１国の官僚三ｉｉ錐
と異なるばかりでなく，安本三ｉｉ義'五|家の111.僚主義とも異なる。それはわれわ
れが腿１０|にわたって，社会三i三義Ilill皮と計'1'１１粁〕ill1Ili'Ⅱ史とは経済，政if)，文化，
社会のすべてにたいしてi高度な''１央集樅(|<」符L'1体Ｉｌｉｌｌを実行しなければならな
い）
い，と考えていたことと栴恢に'1ＡＩ係している｡」【肌１，コ「の指摘は’１２１.係主義を
歴史(1<〃伝統(l<ﾉにリ|き継いでいるというばかりではなく，l950IIAItに導入し
た「ソju1」ネ|:会主義処設力式さらにはこれを批)|('|・采')越えようとした毛
沢東ﾉﾉ式もこれをllllIIiしていることを合意していよう。②の椎ﾉﾉの過度な集
''１現象については「党の一元il<刑筒導を強化するというスローガンのもとにす
べての椛力が党委員会に集'|'し，党委fi会の樅ﾉﾉはと')わけ節ｌ書記に集''１
（５）
した。党の－ｊｃｉＩり指導は征々にしてＩ'１１１人の指導に変化した」と述べている。
これに③の家焚州'|の１１１ｷﾞ)|ﾘ(，すなわち「家艮Ili'|はIllil人に樅ﾉ｣を斎1史に集'１'した
（６）
ばかり力､，佃|人が組織を凌鰯し，jiill繩はIlljl人のj]似ずになってしまった」こと
第１()章l1111ilにおける政沿体IIill改11111論識２６９
を力l1えると，「'１りしから地方，企業･zll業所から社会卜１１体にいたるまで，「お''１
の大将」をJ､いた人．「|,・小のピラミットが盤ll1ilし，しかもそれは頂点集約
型ではあるが非能率的な官Ijlli主義がMk厄する牙城であ')，城を守るために既
得椛益には敏感であるという大状３１１が浮かび｣こがってこよう。
２膠蓋隆「庚申改革」の構想
塵蓋隆''１央譜:記処政策１i)｢究室ｲﾘ|:究員は1980ｲ|ﾐ10月25日，党校系統''１共党史
全|玉|学術討論会において，脈史的経験とわれわれの発展のjii」と題してか
な')長人な報告を行った。ｉiii説でもｌｉｌＩれており，また内雰から察するに８月
の政iiLi1可拡大会議での討論を路まえているといえる。彼の報告は４部に分か
れてお')，その大半は表題からもIﾘｌ１ｉｌｉｉなように「歴史的経験」の総括にさか
れていて，肢後の部分が「発展のiii」にかかわるものである。総体としてHl1
解しようとすればもとよりだが，今後の政WLi榊想についても雁史部分にｉＩｌｌれ
なければならないであろう。しかし，その若干についてはのちに述べること
として，まずは政治にかかわる放後の部分をみよう。
彼は|正|家の民子主化と党の民主化について語っているが，｜玉|家の民主化にjlﾘＴ
新な内容がある。まず鈍’に，国家の厳高椛ﾉﾉ機UL1とされている全|玉|人氏代
表大会の改ｊ１Ｉ１ｉについておおむね次のように語っている。nil在全|玉|人氏代表大
会代表は3500～3600人いるが討論も}'１,来ず機能麻仰である。これを１０００人に
縮小する。このほうが民主の拡大によい。灸|正|人氏代表大会を二院制にする。
多くのl正|が｣1-1mlij院に分けているのと|司じようにである。IIilｲ'１１，今|玉|人氏代
表大会を２１塊に分けることを老lilX1l1である。一つは区域院であって，それぞ
れの区域の，その地力を代表するものである。もう一つは社会|境であって，
各|糊博と企業の利益を代表するものである。区域院が節一院で，300人。社
会院はガヒ院で､，700人。このiiIij院は立法権を行使し，｜両１時に政Ｗｉ舌Iij1をl監
督する。すなわち，共同して|司家の岐高椛力を行使するのである。iillj院はﾉＨ１
万にIIill約しあう。一方が誤りを犯せば他ﾉﾉがﾙ'}すことが''１,来る。一方では，
各区域，各地方，それに各民族の利袖をi'１ＭKするのに側41:であるし，他方で
は，人以内部の矛研つま')各職業，各階)岬の人乢内部の矛盾を処Lllするのに
便宜である。実質性をもたせるために，会議は１イlﾐに211Ⅲ|き，会議の期''１１
２７０
は長くする。これまでのような党と機|兇lがあらかじめ準備した法律を承認す
るだけの「ゴム印」ではよくない。iilii院には附設機Ｍ３を設ける。リil在の300
人の常務委員会では会議をlIHくのも不仙であるから，精鋭を集めて60～70人
にする。両院には経済，財務，労I11iIなどの秤'''１委員会を設け，専'''１委員会は
学者や専門化を招１１Wしてシンクタンクを設けるべきだ。「このようにすれば，
今l玉|人hliの経験とｸill忠を機を逃せず集'|'でき，企|玉|権ﾉﾉ機柵が権威と効率を
（７）
もつ人氏代表の権力機UMになれる｡」
第２に注|｣すべきは，塵蓋隆は|正|家＝社会の一九論ではなく，多元論１１<ﾉ兄
解を示している点である。彼はいう。「社会生1111｢と'五|家生iiliにおいて兄lWi1の
対立が生じるのはJ[常なことである。党と'五|家はそれらが敵対的に変化する
のを防｣Ｌし，それらを民主｢|りなﾉﾉ法で谷｣l11iI<｣に解決するように導くべきで
（８）
ある」と。そこで，文ｌ１ｉｕ政党であるというよ')は|玉|家をも凌駕する「絶対
｢１９」党と社会lIl体，企業･リト業｣'1位（|]本でいえばほとんどが法人にあたる）
とのUM係をどう榊築しようとするのか，とくにその政治mでいかに考えてい
るのか。まず大衆|』１体との関係である。これまで党が大衆剛体の亘|{務をそつ
く')ｍｆ１を見るという現象があった。このため大衆lIl体は党化，官営化し，
大衆の利益を代表できず，党と大衆を結びつけ，人hIjlﾉ１部の才)iziを解決する
ことがＩｌｌｌ米なかった。｜と1分で自分を欺いていた。労Ili1Ⅳ'111分といっても，労働
稀に選挙させず，党が通1:i:人を派世していたから，それは労伽者の利益を代
表していなかった。労働jIill谷と大衆111体には徹底｢'<」を改]Y':が必要である。労
IIil者人衆に'二llllに，吸主(I<｣に自分の組合のl旨導稀と指導機|對を選挙させ，労
Ilill者I÷|身の組合を設立させるようにすべきである。青ｲli，ｌ(i}人，科学，文化
UAl係の洲可1体も|両'様にすべきで､ある。
とくに関心を引くのは農乢ﾎﾟ１１谷の設立を必要とし，雌認していることであ
る。全人口の80％以一'2を,liめる農民はlLI分の利絲を代表する|Tl体をもってい
ない。農民1111谷がなければ農民の利益を柵lIi侍するのに不利であ')，労農|而川
の強化に不利である。社会院は各階層・各職業の人乢の選挙する代表から構
成される。だから，独立の農民ilill合一'１１華介|玉1農乢連合会あるいは''１丁I隆全
|玉|農Mll谷というようなﾎﾟ||谷が必要であり，設立は必然的でもあろう。かつ
て農Ｍ１谷はいらなくなった，という人がいた。それは全国人氏代表大会と
節ⅢlWill1llilにおけるlIj(if１体Ilill改jIiIi論議２７１
名級人LLL代表大会がいずれも農乢を代衣しているからだ，というわけだ。人
趾代表大会は農､Lを代表しているのではなく，人１１h分体，各階隔の人hLを代
表している。農LLはやは'）日分たちのJ1□):の団体を持つべきである。こうし
てこそ人IXjl人I部の才)iriを]|iし〈処lll1することが,１１１,来る。農産物の{llli格は災ｊ０１
にわたりきわめて低く，鋏状I1lli格差は縮小しないばかりか拡大しているとき
もある。稲を植えても〕cがとれないというリ｡象は避けることが'11,来る。もと
よ')，党の路線，ブJ針，政策の指弊のもとであるが爪各卜１１体が独立U1i征を
負ってiiMi))を行ない，そのうえ，今ｌｌｉｌと地ﾉﾉの各級の農MII谷が設立された
ら，人LL1人１部のオ盾をつく')だし，拡人しないであろうかという疑念がわこ
う。しかし，こうしたことはないであろうし，むしろⅨ対に，人以|人I部の矛
)iIirを本当にうまく処l1l1し，すべての被|ｉｉｉ｢I<ﾉな要素をリ|き}'１，すことになる111切
（９）
な段llXI)なのである。
ｊｉ〕３に，のちに大きな'''1題になるマス・コミとの関係について，彼はこう
述べている。党とⅢ諭機UMの|兇Ｉ係もliil様である。「私は，……Ⅲ論機UAI，jlil1
道紀稀，評論従？'噺が独立した責任をもってニュース#lljii，大衆からの投脊，
評論発表をするのを許'Ⅲし，要求し，激励すべきであると考える。党の路線，
力針，政莱の指弾のもとでの広範な報j立の｢lllIrFir論・１１１，版のlL1['1はきわめ
てｊ１ｒ変であ')，党とllil家の氏三lﾐ化を()'1巡するカギであ')典をなす段１１)(')て､あ
（l（１）
るとｺﾞlifえる｡」
第４に，各企業・glI業の指導Ilill度の改ｊ１ｌｌｑ:についてである。大衆が符ｌＩｌ１すべ
きで，党が管剛してはならない。MkLが企業の主人である。もし党が/i”Ｉ１し，
」力ら人を派遣すれば，大衆は=[場を'41分のものと`Ｗﾌず，仙人のものと忠
（ＩＤ
うであろう。
なお，彼は党の改j1lI1:についてもtiillすべき発言をしており，芒''i時の改''１１〔派
内でのi術iiliを想定させる。｜Tilll(Ｉｒに，1987年初頭のi'iIl陥り１１j総書記「辞征」のさ
いに，党災老つま')i1Millll委員会がなぜiiijl｢'iに,Ｉｌｊ,てきたかの底流を示してもい
る。彼は党大会が選ⅡI,する三つの「''１央委ii会」が存ｲIｉすることになろうと
述べて，’'１央委員会，BAflt検杏委ji会，ilHillll委員会（または''１Jし監察委員会）
をあげ，それらはｊＩⅢﾉ:にIlill約し相ⅡにW{洲する。元来の''１災委員会は''１央執
行委員会に改め，このなかに常務委ｊｉ会を設けるが，llj(ifi1n)は設けない。Ｐ'１
２７２
然，常務委員会のなかにさらにN↑務委員会を設ける必要はない（政治ﾊｉｊには
常務委員会があり形式('<jにはここが肢Nli樅ﾉﾉを１１ｨｌっている)。三つの機関で意兄
不一致のときは迎),'ｉｆ合繊をＩｌｌｌき，連１，Wi会i雛でもiV1(沢しなければ全|兎|大会を招
集する。各級党委員会と各指導機関とでは乢主(Ｉ<」原I1llを実行するが，その三ｉｉ
要なカギは表決Ilill，l1Iiriiil<)表決Ilill，すなわち１人ｌ架の民主｢1<j表決Ilillを爽行
（１２）
することである。
３「庚申改革」の意義
1980ｲ|ﾐ代に入って｣iL々，本格｢l<｣を１８(ｉｆ1体Ilill政〕'''1:が従llHされるようになった
のはＩｌＩｌＩ然ではない。いうまでもなく，」,1本政莱の根本(1<｣な転換があったから
である。毛沢東時代の''１|玉|は対|ﾉ､ｌ的には「継統〕'''１:命論」に象徴されるように
ｆＭｉよ'）も「〕'''1命」優先であ')，対ﾀﾄ(l<」には米１１１ついでソjlliを「敵」とし，
総体(|<)にいえば，人IXilIlM1lIUUI1什体llillともいうべき「戦||↑体IIill」にあった。こ
れが，７８ｲｌｉ木の３''１余会において，経済姓設節一主義にIliZ<換されたのであり，
それは体Ilill的には「瓦|え時体ＩＩｉ'|」への切り替えを意'1,|〈した。こうした体IIillのlli武
換は当然，｜|｣米の体Ilillの改１１１１１:を必然とする。８０ｲｌｉ８１]の政治局拡大合繊にお
いて政治体IIillの改ＪｌＩｌ:が縦論されたのは必要に辿られた当然のことではあった。
ところで，このｌＷ)議論がいかようなものであったかはllillる'１１６ないが，
都小平の識i寅を一方とし，塵;捲降の「ﾘ〔''１改jYi」を他ﾉﾉとする)女範な議論が
あったことを想定させる。郡小平満iii1iの特徴は，あくまでも党とlJil家の指導
体IIillの攻l1lIであり，経済処設とそれに伴う経済体IIillの改h111iに'1((応した政ifi指
導のネックの改j1I1iを提'11｣,したものであ')，いわば｣ｪからの改革である。fll小
平がl〕ｕﾐ化といっても，それは絲済処設を効率化するに必要な瓜ｊｉ化である。
これに対して，）蓼恭|朧iiii説は一歩も二歩もMiiみ込んだ|ﾉl窯となっている。
すでにみたように，政治IIill度の抜本(I<｣改〕'''１己を志|(Ｉしている。地域院と社会院
の捉ｌｌＩｌは，各社会IJI体のlLl立Wliをiiii提にしてお')，そのために農MlIｲﾔの)(ｉｌｌ
設案に』'し型的に),Lられるように，社会lill体の'二い0ﾉ:化をｆｉ成・促進することを
提起している。これは社会の多)C化を想定し，多元化した社会のそれぞれの
利害訳|盤機関として今|玉|人氏代表大会を実質｢l<｣に機能させようとしたものと
いえる。政治Ilill度のｌｊｕｉ化であり，人椛等の観念は未だないが，ごく初jOlの
第lMiill1lJi|における政if１体Ilill改hII1i論識２７３
政if,体IIill改ｊＩ,[案としてはIllilIUl的なものであろう。それともう一つ，彼の提'１'）
した改ｊｌ１ｉ案は一切災Uilをみていないが，1980ｲﾄﾞ当時において，党のiili級胖＃'１
のなかにこのような発想があったことに注|｜しておかなければならないし，
90ｲ|曵代においてあるであろう｢'１|玉|の１８(１台lXjji化の力|ｲﾘをさぐる手がか')をﾉﾉ
えるものでもあろう。
しかし，）蓼蓋隆の「l)(ul1改１１，:」がなぜllIL起されたかの背哉もみておかねば
ならないであろう。２ｉＭには，毛iIUl〔批判の反動としてillIiI〕｢･が大きく振れ
過ぎたように仙人われる。＞'1時は，処|]里|以来の雁史'111腿をいかに解釈するか
検討''１であった。1981ｲliの６''１全会で採択された「処'五|以来の衿干のMilS史｢|<）
'''１題について」よりも，）蓼鵜|錐の毛１１<〕|〔批)|《||は厳しい。彼は，1955ｲ|えの農業
集団化はもとよ})，階級'１%|イト拡大化の要索は51年から52ｲ|ｉにかけて股'１}|され
た三反．Ｊｉ反連J))からあり，急ぎすぎは55ｲﾄﾞからであるが，毛沢東は58ｲＩｉ３
)]の成椚|l会縦で「'１１１進はマルクスzii菰であ')，反日'進はマルクスオミ義ではな
（１３）
い」と述べた。これは1'ﾙﾉIilUiなことといわざるをえない，と批判し，また，
｢毛沢來|両|志が当時（58ｲﾄﾞ）提起したこうした共産Zii義あるいは社会ｆｉｉ義は
科{ＷＩりではなく，空想(I<｣であって，農乢のある極の平均ｊ名義の偏兄を代表し
（川）
ていた」と論断している。さらに，継続ｊ１ＩＩＩ:命論を批1('|して，「こうした階級
MM1iliii環論と宿命論の棚ﾉﾊ(は……毛１１<火|TiljL<という老人がすでに社会ﾘiL象を
科料I<)に分析する能ﾉﾉがないこと，こうした能力を失ってしまっていること
（１５）
を税|ﾘＩしている」と丁．厳しい。
）蓼諦降の「炭''１改〕'''０:」案には，毛i)ｕ〔の''１１|人iMIiになってしまったことの
反行として，Iill度(|<ﾉなｈｕｉ化の力|{,lを強く志|(ilした'(liがみられる。それはす
でに触れた党中央機ﾄﾙの改1''19:をチェック．アンド・バランス(1<｣に捉えている
考え〃にもりTlれているといえるであろう。こうしたＭ１1条件をもつにせよ，
すでに述べたように，「l)〔''1改ﾖiii」案は199()ｲｌｉ代の政if１体IIill改革の｣1台とし
ての意義をもつものと考える。
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111政WL1体Ilill改１１lb:論繊の|ｻﾄ1花と13111|党大会
１政治体制改革論議一瞥
1986ｲlﾐは「双百」（｢｢家ｲﾄlルi'i花斉放）３０１，VIｲ１１にあたＩ)，また，すでに述
べたようにrll小平がこのｲlTiii半に政ifll'Hill改ｊＩＩＩｉの必ご婆をlll4えたところから，
政治体IIill改ｊ１ｌｌ:をめぐる論繊が１１１１発に腰|》1された。これは86ｲｌｉ末から87ｲｌｉ初め
の学'い卿ﾉﾉとiIi1l聯ｊｉｌｊ総普記の「i1iWE」でllUull1し，しばらくは「ブルジョア|fI
ll]化Mj､勉反対」がfj:伝されたが，｜而lｲ'１変頃から1りぴ論文が発表されるように
なった。そして，１１)lの党大会における)Iiu紫'１勝判&告において政if１体IIill改j1ll:が
衣Iﾘ|されるのである。こうした意||ﾉltからみれば，８６，８７ｲ|ﾐの政if１体Ilill改１１ｌｂ:論
祇は一定の範ljllではあれ，趙紫'1坊報〈!「に|杉粋を｣）えているといえよう。
ところで，1986ｲ|〈の政if１体IIill改jIIE論i誠は，これをまとめた劉鉦「わが'玉lHM
論界における政洲′Ｈｉｌｌ改〕'''1:にかんする討論・視点の総'覧」によるまでもなく
多様多彩をきわめた。劉鉦は政ｉｆ１体Ili'|の'１ﾘ[念，政i合体ＩＩｉ'１故〕'''１:の意Ⅱﾉk，政ｉｆ１体
Ilill改j1Illqと経済体↑'１改jIIIdの|兇Ｉ係などllIIiIlに分けて論点を紹介しているが，概
していえば，｜]:|家機柵・樅ﾉﾉの改蕃幣IWi，社会主義政ifL111ilⅡ史の改｣iL・保全と
いう」二からの保守｢l<ﾉな改１１＃:案に対して，１１２北ii義を説き，人Ⅸ主椛・人h1nの
権力をＪ１1本としてその拡大を要求する1,.からの'11[新(l<ﾉな改〕'''0:案がMIL起され，
このｌＩ１ＩｌＵにさまざまなヴァリエイションをもつ兄111ｷﾞが衣lﾘ'されていたので
（10）
ある。
ここでは，当時は非常に慎1mでしかも核心をついた兄解を表lﾘＩしていた厳
家共社会科学院政ｉｆ)学1i)|:究所所及の愁兄を紹介するにとどめる。彼は「かな
めの'''1胆は椎ﾉﾉの過度の集''１であって，｜|標はi1li度のhlj主｢l<」社会三ｉｉ義政WL1IIill
度と科判りな政策決定体Ili'１を作りＨ１,すことである」として，権力の過度の集
''１を段|ＩＦを迫ってIW1(決しなければならないとして４点をあげる。第１，「ヨ
コの椎ﾉﾉ区分｣。’'１央はもとよりｆ７，１１八｜とlifl区もヨコの椎ﾉﾉ区分を必要と
しておl)，これはまた，立法WiT政，iTl法各機UAlのUAil係に及ぶばかりでなく，
党政ＩＨＩ係にも及ぶ。「党政分業」をいかに実ｲ｢するかは政if１体ＩＩｉ'１改ｉＩＩｆにおい
て解決しなければならないIii婆な｣111論llIlllnであ')，リミ際'''1題である。節２，
弟l()章ll1lElにおけるllkifl体Ilill故iIl10:論繊２７５
｢タテの分権｣。一部の指j募州よある地区，ある部'１１１のすべての''１１題は自分が
政策決定できると考えているが，これはタテの分椛のlji〔I!'|に反する。各級機
橘の椛力と職責を'ﾘl(il:にする必要があるが，「樅ﾉﾉの区分」と「樅ﾉﾉによっ
て権力をIIi'１約する」という観念に箸:し〈欠けている。改IIIiはⅡI観念に衝撃を
』うえ，「権ﾉJがあればすべてがある」という観念にﾘjリノな衝撃となろう。
ｊｉ〕３，政府のllMi権liiullllにはｌｌｌＭきがある。llj(府の椎ﾉﾉは人椛という緬域を侵
犯することはllIl米ない。文:１１'１，:''1Fのような，私lIi活にまでi1iL紫に樅ﾉﾉが介入し，
楽しむ権利や悲しむ樅ｲ'|すら奪うというような行為はW|:されることではない。
また，「政府機榊」と非政府の「ｲ|:会機榊」との''１１にＭＩＭ区分がある。政
府の経済符理と|両1様，社会符｣111にも'ﾘ|雌を樅ﾉJ範|)１１があるべきだ。こうして
こそ「学術のl2IlI1」「(ill作の｢lllI」が保証される。lIllllには法律の保障が必
要である。第４，人LLと政椛の'1M係で，人lXjにより多くよ'）よく，Ull:接ある
いは111｢]接に'五|家の政策決定に参ﾉﾉさせるようにしなければならない。民主に
も法的な保証が必要である（｢光lﾘｌｌｌＷｌ」1986ｲli6)１３()||)。
厳家其は「ヨコの椛力区分」と「タテの分椛」というかたちで，椛力と椛
能の1ﾘ1確な区分と分111をiiﾘ！(してお|)，そこには)):法，Ｔ１法，行政の三樅分
立のようなチェック．アンド・バランスへの志lhlがみられる。が，ここでは
ｌＩｌ１えられているが，それuiiiiにI1yi(決されなければならない'''11辿として，党と
政)'１:の分離が岐大の洲辿であることは十分に怠i紬されている。また，厳家共
の兄解が当時の党''１りしの改''''0:派の意兄を反１１火しているⅡｌｉがあるとしても，彼
を独自化しているのは，人椛はｲ《可侵としている点であり，これは「急進」
改lII1i派のｺﾞﾐ張に皿じる。それともう1点は，社会卜１１体の'２旧0ﾉ:lYliを認めている
ことで，これは塵雑降の「U(Ul1改j1I1l:」にも述なろう。
1986年に展|)'1されたT繊論は，］ｌ)１４１１から６１１にかけて北〕i(て100人近く
の理論I:作粁と実務」:作打が参jllして|ｻﾄⅡ１Ｍされた「Ifll小平IB(if１体Ilill改革`HA想
と３１|｣全会以来の改ｊｌＩｌ:実践4'ｊｉｌ１ｌｌ討論会」での論点にｉＭﾉされているともいえ
よう。この討論会では，llj(if１体hIl改ｊ１Ｉ１ｉのj１１点のとらえﾉﾉで，①党政分lillIiある
いは整理，②iWj度な乢主化の災IjIl，③簡政と椎ﾉﾉの1〈放，①政府機榊の改革
と胖部hIl度の攻１１|If，⑤行lB(機|對の能率|hl-Lに意兄が分かれたという。また，
椎ﾉﾉの過度の集''１が弊害である点では一致したが，』↓体的なlWi1決ﾉﾉ法では意
２７６
兄が異な')，①党政|仏Ｉ係の幣111．党政分lMlli，党政分業では誤解を｜Ｗ〈から，
党と|玉|家の権力機'1M，行政部''１|，iTl法機|奥lのlIMi貢を'ﾘ1(iII;化すること，②党政
分離。党の性質と職能からみて，党のiiIiji))は椎ﾉﾉに紅(るべきではなく，説得
ﾉﾉ，影劉ﾉjによるべき。｜玉|家機llAlはlIMi樅に』ｉｆづいてiiMi))するのであるから，
1il1稀の]ＩＭＩ能，iiIiliﾉﾉﾉﾉ式は異なる，③党政分業。IIil代政if1は政党政if)であって，
執政党になるからlKl家機関と光今に分IMlliすることはできない，などのｉｉ狼が
（１７）
なさ(れた゜
２病疾に取り付かれた政治体制改革
1987ｲlilO)二Iの'|'共l31ml大会における趙紫陽報告において，彼は政WLi体Ilill改
１１１[について党政分Iillli，椛力の下放，政１１<｢機榊の改１１１K，’|(↑部人事Ilill度の改j1I1iに
ついて述べたが，１%〔l1l]論，一般論であって具体性に乏しく，わずかに，lJil家
公務員Ili'１度を設け，政務公務且とＪｌｉ務公務員に分けて，政務公務fiは党'１'央
と各級の党委員会がその候補判を人hblt衣大会にｌＩＩｉ)lijするが，。'ｌ務公務jiは
公募し試験によって孫)lＩするとした点が注|」されたぐらいであった。
それよりも，｜對心をijlくのは党大会iiiiの10)114}|，l21017Il1介会刊ｌＩｉ会i識
での識話である。趙紫陽は党11k分Iillliについて述べたいとして，これが政i合体
IIi'１改二,'Ｉ:の要だからだと言い，大会の討繊文献には「lB(WLi体ＩＩｉＩｌ改ｊＩＩ[の全体榊
恕」も含まれるとしている。この文献についてはのちにまた触れるが，この
ときの趙紫|場の識iii1iは大会報〈!『より川本('<」であり，例えば，党''１央は政府の
f十部（桁）に||(〈応するlIIljlⅡ１（｢対lHIfll｣）をやめたし，今後も設けない。政府
各部内の党文部（党組）も廃｣|:する。’''１|趣はＪｉＷにあ')，党委１１会が一切を
｣Ｉｘｌ)(I:切ってきたiIrい習慣・ijz《統がある，などを詔っている。ともあれ彼は，
党政分IMlliの利点として次の４ﾉ,!i(をあげている。①党の１片標を典にil7jめりｊｌ化す
ることができ，党の政治指導の水準を商めることができる。②真に「党が党
を轡I1l1する」ことができる。③党政不分では党委員会を行政の節一線におき，
はなはだしくは矛府の一Il1llmiとなっている。党政分I1Wliなら，党を超越｢I<｣な，
矛)iZiをIlill御でき，今１１了)を兄波せる立場におき，「各ﾉﾉ|('iのtilj調」という指導
作)'１を苑lil(できる。④党委員会は執什行の立場からW洲機能を真にもつこと
ができるようになる（『人１１』｢|#Mjl987ｲlill11261二1)。
第１０章’'１|工|における政治体IIill改j1I1f論識２７７
不可思議なのは，趙紫'1坊が党大会にかけるとしていた文i賊「政治体制改ｊｌＩｌｉ
の全体榊想」が公表されず，また，趙紫'１場の｣２述の講話が『人民|]報』にll
H2611になって褐戦され，翌2711，その解説ともいうべき厳家其の論文が掲
載されたことである。党大会を場として，その前後を含め保守派と改革派の
熾烈な|尚|争・駆けり|きがあったことをうかがわせるものではある。
厳家其の論文は党政分Iillliの必要|ルヘ珊生について，党とはなにか，政１１１：
とはなにかというような１%〔1111.1%〔ullから説き|ﾘ|かしているもので､あるが，こ
こでは後述との関係から彼が挙げている党政分ｌｉ１ＩｌｉのljlIif客となっている現実を
みておきたい。党政分離のI1l1解について，－ﾉﾉには，党の書記が政府・行政
の首長を兼ねなければそれでよいと考えている打がいるし，他方では，党は
|玉|家の政椛処設にもかかわらず，政府の梓1Mする各柧の事務について党はも
はや決定しないという｡折がいる。さらに，’'''２K|共産党は執政党であって|玉|家
の政治生iiliにおける指導的役;!;||は変えることがlll,来ないから，党政分離は根
本的に不可能という稀もいる。
すでにして，党政分離はljiiil路にはまった感があるが，それには以下のよう
な牢lllilとして築かれてきたIIil実が存在するからである。｜工|務院から各級の地
方人氏政府に所属する部，委員会，庁，Ｍのほとんどすべてに党支部（党
組）が設けられていて，党支部はそれが属する党委員会に許iilを求める義務
がある。多くの地力党委員会では皿常，若｛ﾕ名が政府1i剛)の各分野を分扣す
る専任書記と常任委員会を設けている。党機榊に政府機榊と)'1]対する「対'１
部」がある。党の「分Ｉ11書記」「分111%|↑委」「対|]部」はしばしばjB(府の|司級
部'１１１を越えて，ilh:接企業・事業lli位，社会|Tl体，下級の政府部''１に具体｢I<]を
行政的な指示を下達している。lTil様に，－１〈級の政府＃''１１１１，企業・事業単位，
社会団体はしばしばilLl:接，党委員会の「分担書記」「分担常委」に報告し指
示を仰いでいる。災際の政Ｗ'三iiUiでは，’五|家の行政邪務を符I1l1する二重の機
構が形成されている。人々はこうしたりil象に'11|〔れてしまって，いま，党政分
離，党と政府のllMi責区分が提起されると，多くの人はかえって習慣になじま
ないと感じている。また，党政不分は党と政府の'1M係ばかりでなく，党と人
氏代表大会，司法機関，企業・二ｌｌ業lli位，その他の社会iMI縦との|對係にも現
われている。例えば，１１綿'1人｡'｢Ilill度において，われわれが焚期にわたって実
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行してきたのは，各級の党委員会の組搬部'''１が党，政府，人氏代表大会，司
法機関，企業・ヱ'１業lli付から多くの大衆N|体にいたる幹lHfll体IIillの集''１符理で
ある。実際11,多くの地区で，荷1法機|兇１，検察機'1Mがその職権を独立して行
使することはｆ１ｉ々にして|ｲ《llIIlliであった（｢人氏||報」1987ｲ'111)三12711)。
以１１のような党政分１１tのlliii害となるＷｉ史｢I<」に形成されてきたりil実を厳家共
は挙げる。これは１１iiiり災としかいいようがない。それでもというより，そうで
あるからこそであろう，党政分Iillli政策について次のように税|ﾘＩしている。①
党と政)ｲﾘ:のllMi能を分lilIliする。党はＩＥＩ家機牒１でも，行政jllll織，LMiillll織でもな
い。党と政府，その他の|]il家機関，企業・ＺＩｌ業11i位，社会|Tl体とのllH1には，
$||織上，」２下の隷ＭｌＨｌ係はない。②各級の党ilill繩は'五|家の行政｡'l務から退出
し，政府の各部'''1の党文部を撤｣|)(する。各級党委ti会は1りぴ，政府職にない
政府活lli)lを分｝11符l1l1する４'１(ｲＩ?諜記・常委を設けない。政111:機柵と重なる「対
'二1部」は撤収する。③川榊1111は分;|;||糠１１１１にする。党$Ⅱ織の指導称と機関従
亘|端は各級党委員会が符｣ll1する。同家政椛機Uklのlff導打と従亘脚稀は|到家機関，
行政機llIj，裁判機'1M，検察機関に分け，それぞれが符I1l1する（｢人川1報」
1987ｲ|主'１１１２７１１）。
[Ｖ新椛威j二義をめぐる論ｲト
１新権威主義の登場
新権威主義は1988ｲｌｉの後半から輩1年初めにかけて論聰の注'１を浴びるとこ
ろとなった。もともとは1986ｲＭ～５）|に北〕i(大学と''１央党校が|)｜1催した政
治体Ilill改ｒＩＩｉにかんするサロン式講iiij会で，当時北ﾙ(大判!'i三'二課租の院41ﾐで
あった帳ﾊﾘﾉしが「ｌＩｉ集椛」の政治体Ｉｌｉｌｌの必要を提''１≦!,したのが岐初であった。
しかし，当時はｊＭＡされ議論の対象にならなかったという。また，「新権威
主義」という言葉は，」fiIIJl1li範大判歴史学部M'１教授のDli功奏'とI身が述べると
ころによれば，1986ｲ|えに民lJIl初j0lの政in(I<ノロマン主義に対する「強人ifil玉｜
（18）
論｣，厳復のそれにたいする判lij111語として初めて仙)|Ｉしたという。
ともあれ，新椛威了ｉｉ義がlUill光を浴びるようになるのは，新椛威主義の積極
的な論粁の１人である呉稼祥Ｉｌ１共''１央弁公)i訓査Ｉｉ１ｌ:究熟ill1Ul:究員によれば，
弟10章’'''1ilにおける1Ｗ１体Ilill改jIIIi論縦２７９
｢l988flえ初め，１３１１Tl大会の再ぴに流れた券|)１１気が`U､ＩＭＬに｢りぴ生気をもたら
した。｜両１時に，新||]体Ilillのｆｌｌせず戦いもせずという１１野化た対ｌ１ｌｆ状況はわが
国がilLn/liしている社会経済ｌＩＩｌ題を'三ＩｊＷｉしに危機化していた。’1制司は人々をよ
')深いALA考にlhlかわせ，新椛威ｉｉ義が1りぴ''五胎しはじめた」として，２)]に
発表した|]分の論文をあげたのち，６)]には''１央宜伝部Ｉｉ１ｉ究室が'''１１１MしたⅡ瓦
談会で，張炳几が２年1iiiの'２１税をTりぴ展|Ｉ'し，９）lには百１１冊ＩＩｉ新失敗90周ｲｌｉ
記念識i寅会で，蚊l1i1i女史が政治｢1<)強人の必要を説き，典.稼祥が社会上部の集
権と社会底部のＩ'111人のlLllllの発腔は一つの過ｊＦＩＬの二つの｛l1Ii11iであると主張し
て注目されるようにな')，こののち，批１'１がlllL起されて新椛威主義をめぐる
論戦が熱をｲ||倉びるにいたった（｢ｌＭ１１経済導報」1989イドｌ）11611)。
２新権威主義の論理
新椛威主義の論IU1はlli純Iﾘ|快であるが，まず最初の提ｌ１Ｕ１打である張炳）し
(このときは北京大学当代'I11lil社会発腔研究'''心ＩＵ１究察主、の)ﾘ｢論をIilIこう。
彼は「}溌史上またUil実に存ｲIｉする政if１体Ilillはさまざまだが，おおよそ三つの
モデルすなわち集椛モデル，半集椛モデル，分椛モデルに分けられる」とし，
伝統経済には集椛型政if１体Ili'|が，発展'|'のｌ１Ｗ１１１ｉ１ｉ経済には半集椛型政治体Ilillが，
成熟したＩ１Ｗ１１ｉｉ１,経済には分樅１１政if１体Ili'１がそれぞれ|』M述・照応し，伝統絲済か
ら成熟したiWi11iil,経済へと社会は発展するが，その過Ｉｉ度期に発展『|'の商,Ｉｉｉ１,経済
の段階を経なければならない，その政１h体Ili'１は半分ｲ楓1であるとする。彼の
主張で注'三|されるのは，計lllil経済と伝統（前近代）経済を基本的に同一と捉
えることである。なぜなら，伝統経済のルＩＫ経済lli位ｲⅡＪ７]''１および経済組織
の_上下クラスノトⅡ互'''1は継済ﾀﾄｉ１りな強Ilillﾉ｣によってか，あるいは'二1然に1審われ
た習慣のﾉJによって述鵬され，ル''1侍される。伝統絲済は政治と絲済の統一体
であ')，経済(1<ﾉな弊級が即政治(l<)を等級であり，絲済化iiIiと政治(|ﾐii1iは一体
である。他力，「計画経済」のもっとＭ１:要な特徴は経済組織と政治iMl織の
緊密な合一である。経済組織は↑1i々にして経済』側(iによらず，政if１基ｌＩＩ(ﾐに難
づいている。符軸する地域の広狭，）iM模の大小によって政洲1<ﾉなクラス分け
がなされ，１１１ﾘ(し，地力，蕪〃iにわたる維済111位のIＭ１的な集権体系が形成ざ
れ汀各)仲のﾎﾟⅡ織は政i台と継済の二血のlMli能をかねている。したがって，「伝
２８０
統絲済」と「iil1Lljl経済」は加仰<]に|両１－．である，とする。’'１|];|は伝統経済＝
計lIljl経済から発展''１の商,1,1,経済すなわち過'１１肌|に移行しつつある。半集椛１Ｍ
（１９）
政治体IIill'よ必弧である。
狼ｌｗＬはなぜこうしたI1l1論を股|＃Ｉしたかその災践(I<ﾉな意義について，彼の
論文を｜新椛威?ｉｉ義」に1'}録するにあたり「まえがき」で税IﾘＩしている。，|，
|正|の改''''1:は何｢liiIOな社会改jII'':でそれが'１１１]('iしている対象は「人一統」（余ｉｒｌｉ
ｉ'<ｊかつ微llIiJ1<)な統一)のｆＭＥｉ１<ﾉな政治作州'|である。このような体Ilill-l丁では，11Ｉ（
治生iiIiと絲済/|;活は一体化している。したがって，改革は「政ifiと経済の分
離」という総合('<ｊを方針を守って社会化iiiiを二Jn化しなければならない。経
済的にはiilllIil経済からiWi,１，１，経済への体IlillDhi換を光1〕MGする。政ｉｆ１ｉ１りにはⅢh:接
経済符1Ｗ)介能lliU政府から'''1接(I<｣に経済に/|鷺Ⅲ:する奉仕型政府へのlliili能ｌＩｉｉｉ換
を完成する。ｉ/I靴|:型政府は体Ili'|としては依然として集椛｢I<)であるが，全能型
政府とは異なり，ミクロ経済には|兇l与せずマクロコントロールを行い，社会
資本等の終IlIiに努める。そのｲＭⅢ'１１は，lWi,1,,1,経済は岐初の発展段階では未
だlliii弱であるから，利)Ⅱできる絲済ノルllj(iflﾉ｣でそれＩ÷|身を育成しなければ
ならない。判I:Ui1政府はただちに分椛モデルを採)|ＩすることはIIj,来ない。分
権型政ifll'Hillは多兀政WL1であって，経済の多〕C化をiiil提にしている。経済の
多元化（iIilIu1,経済）から政ifiの多)C化に茶るまでには必要とする歴史(1<j段階
がある。「､卜集椛Ilill」は今能政if1を多兀｢I<山LIi:iiIIillにlliZi換させる過渡段階であ
る。政ifiの糀鋭がりｊｉＩｌｉｌｌｉ１０なＴ段を１１)<ってｌＩｊ賜統1斤をゆつく')発展させ，｜司|'､↑
にこのｊＭｌｌで多兀(I<｣氏三iilli'1を実りilする条|/|；を作り'１１,す。これが実ｲ了可能でか
（2（１）
つ穏当な逃1)(であろう。
もっと帥ｉｉＩｌを浴びる論文，発言を１丁い，そのために批)|《１１の標的となった
のが呉稼祥である。彼はﾐIjiIlillfl：政)91のイギリスを例として，11,主と目''１が
｢結僻」するiiiiに，］WLIlillとlflllIの「恋I11i」１０|があった，１，１は|芒Illlの終生の
伴侶だがⅢ'1(Ilillは'二'''1のﾙﾄﾞiiiiの「恋人」であったともいえるとし，社会発腔
はおおむね次の三つの段階を経ているとする。すなわち，伝統的な専IIill樅)戎
の段階，新椛)戎Ｌｉｉ義の保繊のもとでｲﾙ|人の'1111が発腔する段階，’111]とhLzii
の結合する段l1Mf。
ところで，新椛威主義の「新」はどこにあるかといえば，「新」は佃人の
iiJlO章’'１国における政if１体Ilill政fl1i論議２８１
１二１１１１を判１１MしたJi1礎のうえにIliiIliIlの権威を打ち立てるのではなく，権威を
使って他|人の'二1111の発展を妨害する陣容物を粉砕し，Ｉｌ１Ｉｉｌ人の|］['１を|呆証する
ことにある。イ|ＡＩ人のｌＬＩｌｌｌを剥奪するか保証するかが新||｣椛威主義の分水嶺で
ある。新椛威主義はIujl人のlLIlIlを強調するが，これは実際には経済のFⅢ|を
強調することである。また，彼は新権威主義の政ｉｎスタイルとして，指導人
物を強調するばか')でなく，指導人物と協ﾉ｣協調する政策決定集lIlを強調し，
すぐれた見解，采|析な行11ﾘﾉ，いかなる障害もはね除ける力，」}〔越した適応能
ﾉ]を強調する，という。「精鋭」政iiL1である（｢ＩＭＬ経済導報」1989年lnl6
H）。
呉稼祥は別の論文，その衣題は「新権威－１１丁場化をjmじ民主化の特H'１快
速が発車する」というのだが，ここで，椎）Jを下放すればある程度市場が成
長するが，同||守にTIT場を分;';|'し，企業競争を政府部'''''''1の「内戦」に変えて
しまうことになる。企'五|各地に大小さまざまな几えない「城磯」が}Ｍｄして
いる。これらを強椛をもって粉1iイル，市場を発展させられるのが「新権威」
であるとする。それでは「新」椛威が「|[|」権威すなわち専IlilIへ転化してい
く危険はいかにしてlIlI｣Ｉしうるのか。そのブレーキは乢三ｉｉの|王ﾉﾉのみならず，
財産所有者の11i力，１１ｲ政１１ミル外部社会の圧ﾉﾉなどＩＩＴﾙﾄﾞ１１<｣1Jリjであるとする
が，それは経済発展にともなう''１産階級の成長に求められているといえる。
次のように言っている。「独立｢1りな財産所有者の存ｲ１１は|]分たちの財産を保
護するという巨大な[iリノを('三み，こうした圧力は政治と経済の一元化を防｣'二
（２１）
し，法律を健全化するの(こ役立つ｡」
呉稼祥の発言で識論を'１Vんだ－つに，民主の概念と岬政府主義との関係が
ある。彼は民jiの概念には「述１，１１の腿主｣，「iilililのIXj=iﾐ｣，「州１１度の民主」が
あるとし，「ili'１度のｌｌｕｉ」はmil代化の結果であ')，「迎lijjのhL主」と「活動の
民主」は現代化以iiiiおよびBil代化の過稗に存在する。「迎1lij1の阯主」は社会
を現代化に転換させていくiii脳条件であり，新椛威を合法化する前提条件を
作})出す。「iiIirhのｌｌｕｉ」は，新権威が|[l権威に変質するのを防止し現代化
に向かわせるのを保証するであろう。新椎威はIjil代(I<山uilli'１度に向かう穏健
な道なのである。ある人々は新権威を実行すれば\jiIlillを導く可能性があると
心配している。しかし，もしTIj場化の過程がなく，、二iﾐの述勅とiiIi動だけな
２８２
（22）
ら，さらなる型jiIIillを導くＴ１能性がある。その専ilillの文111Uする伝統社会にあっ
ては権威と'二llllはiilIj端を排i1ulする。一方はまったくrllIIを必要としないｲllil人
（23）
独裁であり，他力はまったく椛威を必要としないｊｌＭｊ()|<ＩＥｉｉ義である。つま')，
社会柵成員が無I1JMIi状態であれば，当然，こうした社会柵成員は'二1分を
｢養って」くれる人をlIiIIることになるし，また，ｊ|戯{[に政治騒乱に参加し
（２１）
やすい。このような社会は専Ilill三ｉｉ義とｌｌｌ１政府主義の'''１を帰れ!Iﾘﾉいている。
最後に触れておかなければならないのは，趙紫|場縦｣ﾄﾞ記の政策ブレーンと
いわれた陳一論''１|：11|紙済体Ilill改]|[1ｉ１１究iﾘTﾜﾘi長らの兄iﾘｷﾞである。後進'１１家がり１１
代化を図ろうとするには，｜Llつのモデルがある。①ハード政府・ハード経済，
これはスターリン・モデルを典型とする。②ソフト政１１１:．ハード経済，かつ
てのインドでの火ＩＭＩ。③ハード政府・ソフト総済，アジアのＮＩＥＳ。④ソ
フト政府・ソフト絲済，節２次大)lUmiiiにlilk陸に成功した先進Ｉ１ｉｌｏ③が成功し
たことは深く考えさせる。後進の充展途上の諸国では経済が遅れていればい
るほど，民衆の１１１)jji度が高まり，ネI:会は不安定化する。以主と効率とは発展
途－１２の|玉|家にとってl1Mlillllとなっている。成功した|]il家はこの靴'''1を三つのレ
ベルで解決している。ガソ１，乢衆の水準と政WLi参ﾉⅡlのUAI係。経済文化が低水
準であると瓜衆は|Ⅲ|家を管nl1することはｌｌｌ,米ないから，７１能なのは「糀鋭政
治」である。少数の桁鋭分子が指導(I<｣地位をしめ，｜玉|家の発展方If1を掌握す
る。鋪２，「樅ﾉﾉ)|《i1i鋭Ｊと「lRll誠精鋭」の'1M係。樅ﾉ｣を握った精鋭集団がIil1
llllでlllilまってしまえば，特殊な椛飛集liiIlになる。Uil代化,Ｍ`(をもち，能力が
あり知識ある糀鋭を樅ﾉ｣集団のなかに|ﾘh収していけば，椎ﾉﾉ集'１１は民衆の利
袖を代表しつつ，リ,l代化の進展を｣Tしめることが''１，米る。ｊｉ)i３，政策決定を行
なう樅ノノグループ|ﾉ､)Hllの|兇Ｉ係。政策決定iiiiはＬｕｉをﾘ(ｲiし，決定後は効率(1勺
なIIill度とプロセスを追求する（｢''1:界総済導報」1989ｲ'２１)]301])。
３新権威主義批判
もっとも強烈で辛辣な新椛威主義批判を行ったのは「急進」民主派の旗手
の１人1Ｗi成Il11Iil法Ilill・社会発展{i1l:究所教授である。彼は「LL主がなければ
社会主義はないという命題は最近ほとんど|Ⅱ|かれなくなった。かわってｌＭｉｌ
してきたのが“新椛ＩＲＭｉ義”と称される論調である」として，主要論点につ
節l(隙’'１|玉|における政if１体IIill収111[論議２８３
いて反論する。しばらくその批判をみよう。
（１）ＮＩＥＳを先例とする論拠。ノｉｆ本｢l<｣にV1iIlill政体であＩ)，なんら瓜三Ｍこが
ないのに経済発展がｊｉ１､いとしているが，その1111''づけはﾎﾞﾘｺﾞ１付会である。
ＮＩＥＳは|些''１１経済であるうえ輪Ⅱ1,桁lfll型絲済であって，lJil際TIi場の強烈なＩＩｉｌｌ
約を受けている。政府の経済にたいする統Ⅱi'|も微々たるものである。わが|正｜
のような人'五|で，Ziiに製,'Ⅱ1,4Ｍi経済であって，経済が政iflの厳密で強烈な統
Ilillを受けている状Dllとどうして|TWI|に論じられようか。
（２）専Ili'|とＩとllllのllAI係について。ヨーロッパの近代ilIl:1iiiに「qj〔Ｉｌｉｌｌと|当'111の
溢川０１」があったというが，ヨーロッパと''１|正|ではMili史状UILが大きく異なる
うえ，ブルジョア11110:命の際に，新興ブルジョワジーはiWilII,１，経済の発展のため
にのみ主権を擁誠し，」11帝あるいは|玉|］{のhL族統一を};|剛したのである。’'１
|正|では，素の始皇帝u米川Ｉ１ｉＩⅢIFiﾐはil1W11ii1,経済のいかなる発展の|皇１１１１も許さ
なかった。
（３）概念のilILiliLについて。民主，mllと無政府三ii義，ｌｌＭｌ(《序とをiliLlTilして
いるし，集''１，椛威と(I1iIlill，集椛をiliLlTilしている。これは政治学についての
無知と政治_この必要からきている。これとDM連するのが「宏定H1締」であっ
て，新権威主義椚壜はl｣ｕｉを実行すると安定ＩＩｌ結にl杉粋するのではないかと心
配しているが，災|鱗にはまったく反対で､，民主を災行してこそ安定Ｈ１紙が可
能なのであ')，VjiIlillであればmli1iLになろう。無政府?iﾐ義というのはLL主がな
いか民主がきわめて少ないときにﾘilわれる現象である。
（４）「精鋭政iiLl」について。代議Ilillは人氏主椛の発展であｌＷｉ光である。
'''１題は人氏の代表が真に人LLによって進|Ⅱされ､。かつ人１Ｍ:I監督し，リコー
ル柿をもつことである。こうした代表こそ精鋭分ｲ･といえる。もし代衣が真
に人１１１３によって進Ⅱ',されないか，あるいは代表になってから人氏に背けば，
人氏の公僕から人乢の了ii人に変わ')，椎ﾉﾉの疎ﾀﾄﾘil象が起こる。こうした代
表は精鋭とは'１γくず，,ﾊﾞＩｉｉである。新椛威ｺﾞﾐ義あるいは糀鋭政治を鼓|次する
ものは，－ilrii的にlH導判あるいは少数桁鋭の権威だけを強調し，指導肴は人
hliから選ばれなければならないこと，精鋭は人氏の利飛を代表しなければな
らないことを強調しない。
（５）光経済，後政iflについて。絲済体Ilill改１１lb:をまず進め，しかるのち政治
２８４
体Ilill故１１１１，:を行うという。lilii判を|而１１１ﾐｻにやることはⅡ!,来ないし，政治体Ilill改jII1i
を先行することはH1,来ないという。しかし，llIilll'１の主要盗本主義|玉|はいずれ
も先に政治('<jlXJ1ﾐIlill度を確立し，経済のhと主はこのあとに従ってきた。lIIiIlill
支配のもとでは経済のIjLli主など'''１題にならなかった。
（６）木発展lJil家llLji化不可能論について。教fiが遅れており，ｈｌｊ衆の文化
程度が低く，ｈ１ｊｚｉｉＩ１<｣椛利を行使できない，と新椛)戎主義粉は主張する。条件
の成熟を待ってはじめてⅨ主が爽行できるというこのIM1論は新鮮なものでは
なく，いわゆる「以主鈍行論」である。抗ｌｌ１ＭＭ１ｌ０ｌの根拠地では文盲や文化
程度のil↑jくない農民が豆を投じて村災を進んだではないか。人LL大衆は新椛
威主義打のいうように勉かではない。
（７）lXjjjﾐ政if)は|ⅡIりか手段か。社会にはまずﾄﾞﾉｌＷが必要で，しかるのちｒＩ
ｌｌｌ・ｈｕｉをｉｉ１ｉることができ，もし日１１１．ｌｊｕｉのために秩序を犠牲にすれば社
会を後退させてしまう，と新椛威主義粉は考えている。そうではなく民１１政
治を打ち立てること|L1体が|Ⅱl<｣であるべきで，lWilIliII絲済の発展を促進しＩ）l馬１１；
する丁･段だけではない。liil様に，政if１体Ili'|改ｊ１ＩＩｌ:それ'二1体が|=li1<Jであって，経
済体Ilill改jIl1fを促進し保証するためだけのものではない。なぜなら，民主Iill度
（25）
があってこそ人の'21111を実現でき，虹(るべきI米iiiliを得られるからである。
もう１人，fli逸舟社会科学院マルクス・レーニン主義研究所H1川究員の反
論を挙げておこう。彼の'1t判は根底(1<」でもある。新椛威主義はＩＩＡＩ人に椛威を
ｌｌｊｌＷするが，それは「人in」政WL1の１１１>'1統(|<)をｲＭに，新しいようで実はi1｢い
Hll論(1<j柵処を｣ｊ･える。手続きを経ない危険な政ｌｎｊ変ﾘﾘ)に谷法性を)(ill造する。
ここに)WT椛威三ｉｉ義の雌大の疾ﾉ(1)が存ｲ|iしている。「絶対｢l<｣椛力は絶対に腐敗
する」という格汽は，悪いIIill度のもとで､はよい人も惑い人に変わるし，反対
に，よいIlill度のもとで､(よ悪い人でもよい人がやるようにせざるをえないので
ある，とIllil人ではなくⅨ三iﾐ的Ilill度の必要を説く。また，Il11i仙判|折において，
経済効率を政Wzl(|<jlLlll1よ')高くみなしており，新椛威主義の提'11｣,判の一部に
は政策決定ﾙiに近い経済学者が屈している。彼らは「ﾘil突性」と「操作Til能
性」を強調し，危険が肢小のiilﾘ｢進(1<ｊを政ｊ１ｌ１０:のj､[を求める。プラグマティズム
（26）
の改111[|『学が彼らを文|IILしているのである。
第10章’'１|正|における政if１体Ilill改革論議２８５
４新権威主義論争の意味
新権威主義論争は１イ「もしないうちに，品終(I<｣には暴力(1<｣に消滅させられ
てしまった。新権威三iﾐ義の提Ⅱ間者も民主派・改111[促進派であり，その批判者
とはLL主化にいたるプロセスで､意見を異にしていたといえる。なぜ，彼ら民
主派が＃||(悪した｛'111人あるいは少数グループによる椎ﾉﾉのij(占とその椛威的行
使をあえて主版したのであろうか。
それにはやはり，iiij節で触れた厳家其の述べるような政治実態が牢|画|とし
て残っていたこと，「残っている」というu｣とに「党の一元的指導」のもと
で得た既１４卜椛肌したがってまた椛抽を人から小に革る幹部がさまざまなか
たちで酪持していたこと，たとえば，「小」の力でいっても「士皇帝」とい
われる地力ボスが存在しており，その地〃の一切の椛限を握っている。彼ら
大から小に韮る粉部は'二1では賛成しながら，１１Ｗ１体IlilI改IYiには無視ないし反
対であったであろう。それは'１音黙のしかも|工人な圧ﾉﾉで､あったはずである。
こうした実態に注|=|しておかなければならないであろう。
ともあれ，l31nl党大会で妥協的ではあれ，政１h体Ilill改革は採択された。そ
の改革の方途はＩから範を示すという体のものであった。しかし，それです
ら遅々として進まなかった。他方，経済政策の鉗誤やらWLi費性lhlの高ま')に
よって，８８年奥異常な物Iilli高を招いた。本米祁ilJ住民が改革の動力源である
はずであったが，そこから怨嵯の声が起こった。政治体Ilill改革はもともとlllii
弱をうえにIilMII1がj||わった。こうした時に誰もが考えつくのは，「強権」で
あろう。しかし，その「強権」はかつてのごときものであってはならない。
ソフィストケイトされている必要がある。かくて，新権威主義が－１１を風聯
する土製は十分に肥えていたのである。
さて，新権威主義をめぐる論争は机｣この空論に過ぎなかったのであろうか。
まず，1988年の後半から，新権威主義が論｣Tl[で勢ﾉﾉを得るようになること，
そして批判稀も指摘するように政策決定に近い単打がこれにl可調するように
なってきたことからすれば，趣紫賜とそのグループの権力・権威を高めよう
とした意|ﾇ|が兄て１１Kれる゜いわば，椎）JliNlｲﾄのjiiLLLとして利１１１された傾lfilが
ある。他面，新椛威主義はいわゆる|)ﾄ1発独裁をモデルとしたものであるが，
政治体附ll改１１lb:そして民主化を具体iIOにどのように進めるかについて一府を役
２８６
じたものといえる。
Ｖおわりに
1980ｲ|〈代における政治体Ilillをめぐる論下縦は，1957年春の一時期を別とすれ
ば，’|蛾人乢共和'五'40年の膝史でかつてないjjM模で行われた。それは上から
の政治体Ilill改HI1iないし行政改Ｊ１ｌ:にしろ，下からの民主化にしろ，１M在の｢１１|玉｜
の政WL1体Ilillが１曲i疾を抱えていること，それ以上に全くのIii病であることをlﾘ｜
らかにした。これに対して，具体ｉＩＯな処方鑓は結局示されなかったし，若干
は提起されたとしてもそれを'111審するﾉ｣がいかに強いかを示したのみであっ
た。
1989ｲ|ﾐ６月の天安|ｉＩ１Ｚｌｌ件以降，政治体Ilill改革にかかわる議論は表而から姿
を消した。しかし，もとより'''１腿は解決しているのではなく，隠蔽され深刻
化している。将来，それも多分比較的近い将来，’'''五|において政治体ili'１改革
は再び'''１題化するであろう。このとき，「灰'１１改１１|[」から「新椛威主義」に
いたる80年代の論議は兄il1Iされるであろう。
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